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　特別養護老人ホーム「あずみの里」で、おやつのドーナツを食
べた入所者の女性が意識を失い、１カ月後に亡くなったことで、
看護職員の山口けさえさんが業務上過失致死罪で起訴され
ました。
　2019年３月25日、長野地方裁判所松本支部（野澤晃一裁判
長）は検察の求刑どおり罰金20万円という有罪判決を言い渡しま
した。弁護団は即日控訴しました。
　この裁判と不当判決についてお伝えし、支援をお願いします。
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※2018年10月作成のパンフレットに長野地裁松本支部1審理判決を受けて内容を追加したものです。
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第6回公判法廷スケッチ

■ 2015年４月の第1回公判からこれまでに検察官と弁護人双方から申請され
た証拠調べを終え、14人の証人尋問と山口さん本人の尋問、全て終わり。

■ 2018年10月1日の第21回公判で検察側の論告・求刑「罰金20万円」。

■ 2018年12月17日の第22回公判で弁護側の最終弁論「過失もない、窒息もな
い無罪判決を求める」

■ 2019年3月25日の第23回公判で罰金20万円の有罪判決を言い渡し（検察の
求刑通り）
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■ 特養あずみの里の食堂で、おやつのドーナツを食べたＫさんがぐったりして
意識を失っていた。

■ 排せつ介助を終えて遅れて入ってきた介護職員が発見。

■ 心肺停止状態で、施設の職員や救急隊が緊急処置をおこない、病院に搬送。

起
訴

ま
で
の

経
過

■ １カ月後にＫさんは亡くなられた。

■ 当日、山口さんはＫさんに背を向ける形で、食事全介助の別の入所者にゼ
リーを食べさせていた。

■ １年後の2014年12月26日、在宅起訴。

■ 起訴状
　「Ｋさんの食事中の動静を注視して、食物誤嚥による窒息等の事故を未然に防
止する業務上の注意義務があるのにこれを怠り、他の利用者への食事介助に
気を取られ、Ｋさんの食事中の動静を注視しないままＫさんを放置した過失」

弁護団が現場再現活動で得た、当日のおやつ時のCチーム食堂での17人の入所者の配置と、准看護師の動き
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山口さんに
おやつ形態変更確認義務違反が

認められるか

■ Ｋさんは嚥下障害はなく、３食をほぼ10割摂取していた。

■ Ｋさんが嘔吐することがあったため、異変発生の１週間前に、介護職員の皆
さんの発意でおやつの形態が普通系（ドーナツなど）からゼリー系に変更さ
れた。

■ つまり検察が主張するような窒息のおそれがあるからという理由ではない。

■ 食事には誤配膳防止のための食札があるが、おやつについては、食札はな
かった。

■ 介護職員は看介護記録や申し送り表を日常的に確認して仕事につくことに
なっていたが、看護職員である山口さんはそれらを見ることにはなっていな
かった。

■ 知らなかったからといって、山口さんに過失はない。

■ 当日、おやつ介助の手伝いに入った山口さんに、おやつ形態変更確認の義務
はない。

３
つ
の

争
点 

❸

Kさんに対する注視義務違反が
山口さんに認められるのか

■ Ｋさんには検察が主張するような嚥下機能障害はなく、食べたおやつを喉に
詰まらせて窒息するおそれは全くなかった。

■ 当日のおやつ時、食堂には17人の入所者。（うち自力では食べることができ
ない全介助の入所者が２人）

■ 介助職員は山口さん含め２人。(国の配置基準は満たしていた）

■ 山口さんは17人におやつを配り終えたあと、全介助の入所者1人の隣に座
り、丁寧におやつを食べさせていた。

■ 嚥下障害のないＫさんに対する注視義務はない。

■ 山口さんがＫさんにおやつを配ってから、他の入所者におやつを配り、全介
助者のテーブルに着くまでの時間は約3分。（再現実験）

■ おやつはみんなでいっせいに食べ始めるのではなく、配られ次第各自が食べ
始めていた。

■ Ｋさんは食事のペースが速く、ドーナツが配られてから３分もあれば既に口
の中に入れて、食べ終わっていた可能性が大きい。

■ 最初、検察は山口さんが注視義務を負うのは着席後と主張。
　⇒Ｋさんがドーナツを食べたのは注視義務が始まる前のこととなり、山口さ
んの注視義務は、その大前提がなくなる。

３
つ
の

争
点 

❷

１度目の訴因変更
■ 2016年９月、「食物を誤嚥させた」との主張を撤回したうえ、山口さんにはお
やつの形態確認義務違反があり、漫然とドーナツを配ったことが過失である
として、追加的に訴因変更してきた。

２
度
に

わ
た
る

訴
因
変
更

２度目の訴因変更
■ 2018年７月30日の第20回公判で検察側は、山口さんの（亡くなった入所者
Ｋさんに対する）注視義務の開始時期を、これまで山口さんがテーブルに着
席した時からとしていたのを、山口さんがＫさんにドーナツを配った時から
と、大幅に前倒しする訴因変更を請求してきた。

■ 2016年７月15日に、検察は注視義務は「山口さんがＫさんと同じテーブルに
着席したときから発生した」と文書ではっきりと釈明。それを前提に14人の
証人調べと山口さんの本人尋問が終わっている。

■ 検察は公判で不利になったからといって、自分が決めた土俵を勝手に広げる
申請をした。

   ➡  弁護側の主張に追い込まれた検察は、何が何でも有罪にしようと、最終盤

に二度目の訴因変更を請求。

そもそも、
Ｋさんはドーナツを詰まらせて

窒息したのか

■ 検察は、「ドーナツでＫさんの喉が塞栓されて窒息したのだ、Ｋさんの舌の上
にあったドーナツ片は、背部叩打により喉を詰まらせたドーナツが口の中に
出てきたものだ」などと主張。

■ 喉にあった牛乳で崩れたドーナツ片が背部叩打により舌の上まで移動する
ことはない。

■ 救急隊員は、声門前に１センチ角のドーナツのみがあり、気管挿管はスムー
ズにいったと証言。

■ Ｋさんの口腔から山口さんらが掻き出したドーナツの量と位置では窒息は
起こらない。

■ Ｋさんは、窒息時に通常見られるムセや咳き込み、もがくなどの行動を一切
取ることなく、意識を消失。

■ 今回の異変が、窒息が原因だったとするには医学的に説明が出来ない。

■ 弁護団は、Ｋさんの死亡直後のＣＴ画像などから、心臓疾患ないし脳疾患に
起因する心肺停止が医学的な機序として合理的に説明でき、窒息によるもの
ではないと主張。

３
つ
の

争
点 

❶
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かった。

■ 介護職員は看介護記録や申し送り表を日常的に確認して仕事につくことに
なっていたが、看護職員である山口さんはそれらを見ることにはなっていな
かった。

■ 知らなかったからといって、山口さんに過失はない。

■ 当日、おやつ介助の手伝いに入った山口さんに、おやつ形態変更確認の義務
はない。

３
つ
の

争
点 

❸

Kさんに対する注視義務違反が
山口さんに認められるのか

■ Ｋさんには検察が主張するような嚥下機能障害はなく、食べたおやつを喉に
詰まらせて窒息するおそれは全くなかった。

■ 当日のおやつ時、食堂には17人の入所者。（うち自力では食べることができ
ない全介助の入所者が２人）

■ 介助職員は山口さん含め２人。(国の配置基準は満たしていた）

■ 山口さんは17人におやつを配り終えたあと、全介助の入所者1人の隣に座
り、丁寧におやつを食べさせていた。

■ 嚥下障害のないＫさんに対する注視義務はない。

■ 山口さんがＫさんにおやつを配ってから、他の入所者におやつを配り、全介
助者のテーブルに着くまでの時間は約3分。（再現実験）

■ おやつはみんなでいっせいに食べ始めるのではなく、配られ次第各自が食べ
始めていた。

■ Ｋさんは食事のペースが速く、ドーナツが配られてから３分もあれば既に口
の中に入れて、食べ終わっていた可能性が大きい。

■ 最初、検察は山口さんが注視義務を負うのは着席後と主張。
　⇒Ｋさんがドーナツを食べたのは注視義務が始まる前のこととなり、山口さ
んの注視義務は、その大前提がなくなる。

３
つ
の

争
点 

❷
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度
に

わ
た
る

訴
因
変
更
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■ 業務上過失致死事件では懲役刑や禁固刑を科すこともできる。

■ 罰金20万円というのは処罰のなかでは比較的軽い印象を受ける。

■ 検察は2度も訴因変更をしてまでも必ず有罪にしようという意思を感じた。
一方でそこまで社会的悪性がないと検察も認めたということ。

■ 弁護団が明らかにしてきた「山口さんに落ち度はなかった」「窒息ではなかっ
た」という事実が、検察に「懲役・禁固刑にするほどの重い責任追及の事案で
はなかった」とさせた。

求刑20万円の罰金をどうみるか

民事：当事者が紛争を最終的にお金で解決することが多い。判決までもつれて

裁判所が支払い命令することもあるが、裁判所手前で和解を提案するこ

とも多い。民事紛争におけるお金の支払いは解決の手段。あずみの里は訴

訟にはなっていないが、和解（示談）にはなっている。

刑事：罰金などお金を払って終わる結末もあるが、これは紛争を解決するため

に払うわけではない。被告人の行為が何らかの犯罪に当たることが認め

られて、その犯罪に対してふさわしいと裁判官が考える刑罰が与えられ

る（国家刑罰権の発効→死刑・懲役・罰金…）。

   ➡  有罪＝前科＝犯罪者として一生ついてまわる。民事は払って終わりだが、

刑事の場合はお金を払ったことが「前科」になり、この点が全く異なる。

民事手続きと刑事手続きの違い

■ 今回のような異変が起きた時に、職員がその都度、業務上過失があったとし
て処罰されれば、介護現場は萎縮して積極的な介護がされなくなってしまう
恐れがある。

■ また、低く抑えられた介護報酬のため、介護職員の労働条件は劣悪。

■ 事件はこうした状況に目を背け、異変の責任を職員に押し付け、行政への責
任を免責するもの。
　山口さんの無罪を勝ちとるために、ご支援をよろしくお願いします。

裁判支援をお願いします

３つの争点に沿って

■ 判決は、Kさんの死因を窒息によるものだとした。これは客観的事実にも反

し、医学的にも合理的説明ができない、推測と独断を重ねたもの。証拠上認め

られるドーナツ片は、Kさんの気道を閉塞させるほどの大きさではなく、これ

では気道は閉塞されず、窒息は起きない。

■ 判決は、Ｋさんには嚥下障害はなく、窒息の危険が高いと言いうるような事

態は生じていなかったと認定した。それにもかかわらず、死因について窒息

と認定し、おやつの形態を誤ってＫさんにドーナツを提供した場合に窒息等

によりＫさんを死亡させることが予見できたと判断した。論旨に一貫性がな

く、矛盾している。

■ Ｋさんの「おやつのみ」の形態変更は、嘔吐対策であり、誤嚥・窒息対策ではな

かった。施設は朝昼夕の３食を「刻み」のままとしており、「刻みトロミ」にし

ていなかったことからも明らか。予備的訴因であるおやつ形態確認義務を認

めたことは、証拠に基づかない独断と偏見のきわみであり、介護現場での業

務の実態を無視した暴論である。

長
野
地
裁

松
本
支
部

１
審
理
判
決
の

評
価
に
つ
い
て
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長
引
く
裁
判
と
訴
因
変
更

弁
論
の
更
新

　

２
０
１
８
年
４
月
２３
日
、
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支

部
で
「
特
養
あ
ず
み
の
里
／
業
務
上
過
失
致
死
事
件
」

裁
判
の
第
１６
回
公
判
が
開
か
れ
ま
し
た
。
裁
判
員
制
度

の
導
入
（
２
０
０
９
年
５
月
施
行
）
以
来
、
良
く
も
悪

く
も
「
迅
速
化
」
が
進
ん
で
い
る
刑
事
裁
判
に
あ
っ
て
、

公
判
回
数
も
日
数
も
相
当
に
か
か
っ
て
い
ま
す
（
本
件

は
、
裁
判
員
裁
判
対
象
で
は
な
い
）。

　

こ
の
日
は
、３
人
の
裁
判
官
の
う
ち
一
人
（
左
陪
席
）

の
交
代
に
伴
い
、
弁
論
の
更
新
と
い
う
手
続
き
が
と
ら

れ
ま
し
た
。
検
察
官
が
起
訴
状
を
再
度
読
み
上
げ
、
被

問
わ
れ
る
の
は
、

福
祉
か
？
刑
事
責
任
か
？

特
養
あ
ず
み
の
里
「
業
務
上
過
失
致
死
」
裁
判
が
問
い
か
け
る
も
の

　

長
野
県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
あ
ず
み
の
里
」
で
、
高
齢
の
女
性
入

所
者
が
亡
く
な
っ
て
４
年
半
。
そ
の
死

を
め
ぐ
っ
て
一
人
の
女
性
准
看
護
師
が

刑
事
責
任
を
問
わ
れ
、
被
告
席
に
立
た

さ
れ
て
か
ら
も
、
３
年
以
上
経
過
し
ま

し
た
。
介
護
や
医
療
の
現
場
で
は
、
死

は
、
日
々
の
営
み
と
背
中
合
わ
せ
の
、

避
け
て
通
れ
な
い
、
ま
た
多
義
的
な
出

来
事
で
す
。
刑
事
裁
判
と
い
う
狭
い
枠

で
切
り
取
ら
れ
た
窓
か
ら
、
真
実
は
ど

こ
ま
で
見
え
て
き
た
で
し
ょ
う
？

告
人
の
山
口
け
さ
え
さ
ん
と
弁
護
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意

見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
「
心
を
込
め
て
看
護
や
介
護
に
あ
た
っ

て
い
る
職
員
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
私
だ
け
で

な
く
、
ほ
か
の
職
員
の
た
め
に
も
納
得
で
き
ま
せ
ん
」

と
陳
述
し
、
看
介
護
に
あ
た
る
人
た
ち
全
体
に
か
か
わ

る
裁
判
だ
と
表
明
し
ま
し
た
。
弁
護
団
は
、
従
来
の
主

張
を
整
理
・
展
開
し
、
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
山
口
さ

ん
の
無
罪
を
多
面
的
に
論
証
し
ま
し
た
。

訴
因
変
更
を
め
ぐ
る
争
い

　

裁
判
が
長
引
い
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
検
察
が

途
中
で
訴
因
の
変
更
（
追
加
）
を
申
し
立
て
た
こ
と
が

今
い ま い

井恭
きょうへい

平
ジャーナリスト。
雑誌『冤罪 File』
にて冤罪事件を多数取材・執筆。
刑事司法改革をめざす市民団体
「なくせ冤罪！市民評議会」理事
著書「クロカミ　国民死刑執行法」
訳書「死の影の谷間から」ムミア・
アブ＝ジャマール（いずれも現代
人文社）編著「ナラク　ゴビンダ・
マイナリ獄中日記」（希の樹出版）
その他。
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あ
り
ま
す
。
訴
因
と
は
、
そ
の
裁
判
で
何
が
「
裁
か
れ

る
べ
き
罪
状
」
に
あ
た
る
か
を
規
定
す
る
も
の
。「
罪

と
な
る
べ
き
事
実
」
を
法
に
も
と
づ
い
て
具
体
的
に
特

定
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
変
更
す
る
の
は
、
建
築
工

事
の
半
ば
に
土
台
の
設
計
図
を
書
き
直
す
よ
う
な
も

の
。
出
発
点
が
揺
ら
ぎ
、
被
告
人
は
ど
の
よ
う
に
主
張

し
防
御
す
べ
き
か
分
か
ら
な
く
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
安

易
に
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
な
い
の
は
、
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

業
務
上
必
要
な
義
務
を
怠
っ
た
の
か

　

本
件
は
、
２
０
１
３
年
１２
月
１２
日
、
特
養
あ
ず
み
の

里
に
入
所
し
て
い
た
女
性
、
Ｋ
さ
ん
（
８５
歳
）
が
、
食

堂
で
お
や
つ
の
ド
ー
ナ
ツ
を
食
べ
た
直
後
に
意
識
を
失

い
、
救
急
搬
送
先
の
病
院
で
約
１
カ
月
後
に
亡
く
な
っ

た
出
来
事
に
関
し
、
異
変
時
に
Ｋ
さ
ん
の
そ
ば
に
い
た

准
看
護
師
の
山
口
さ
ん
が
、
次
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ

た
も
の
で
す
。

刑
法
２
１
１
条　

業
務
上
必
要
な
注
意
を
怠
り
、

よ
っ
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
は
、
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。〈
後
段
略
〉

　

訴
因
と
し
て
明
ら
か
に
す
べ
き
な
の
は
、
条
文
に
い

う
「
業
務
上
必
要
な
注
意
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す

か
で
す
。

　

起
訴
状
で
は
、
Ｋ
さ
ん
は
「
食
事
中
に
食
物
を
口
に

詰
め
込
む
癖
が
あ
り
、
口
や
気
管
に
食
べ
物
を
詰
ま
ら

せ
、
窒
息
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、
し
た
が
っ

て
山
口
さ
ん
は
「
間
食
の
ド
ー
ナ
ツ
を
口
内
に
詰
め
込

む
な
ど
し
て
窒
息
し
な
い
よ
う
に
、
Ｋ
さ
ん
の
食
事
中

の
動
静
を
注
視
し
、
窒
息
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
業
務
上

の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
」。
だ
が
そ
れ
を
怠
っ
た
結
果
、

Ｋ
さ
ん
は
ド
ー
ナ
ツ
を
詰
ま
ら
せ
、
窒
息
死
し
た
と
い

う
も
の
で
す
（
注
視
義
務
違
反
）。

第
５
回
公
判
後
の
訴
因
追
加

　

と
こ
ろ
が
検
察
は
、
裁
判
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
年
半

近
く
、
５
回
の
公
判
を
積
み
重
ね
た
後
に
な
っ
て
、
予

備
的
訴
因
追
加
を
請
求
し
ま
し
た
。

　

間
食
は
、ド
ー
ナ
ツ
な
ど
普
通
の
お
や
つ
と
、ゼ
リ
ー

状
の
も
の
と
２
種
類
用
意
さ
れ
、
各
入
所
者
ご
と
に
ど

ち
ら
を
提
供
す
る
か
を
確
認
す
る
注
意
義
務
が
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
ゼ
リ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
Ｋ
さ
ん
に
、
ド
ー
ナ
ツ
を
提
供
し
た
た
め
、
Ｋ
さ
ん

は
窒
息
死
し
た
と
い
う
も
の
。
ゼ
リ
ー
で
は
な
く
ド
ー

ナ
ツ
を
配
食
し
た
こ
と
自
体
が
、
食
事
中
の
見
守
り
・

注
視
以
前
に
、
注
意
義
務
違
反
だ
、
と
い
う
主
張
を
追

加
し
た
訳
で
す
（
間
食
形
態
確
認
義
務
違
反
）。

そ
も
そ
も
死
因
は
ド
ー
ナ
ツ
に
よ
る
窒
息
な
の

か
？

　

こ
の
２
点
に
加
え
、
そ
も
そ
も
Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
原
因
は
、
ド
ー
ナ
ツ
を
気
管
に
詰
ま
ら
せ
た
こ
と
に

起
因
す
る
窒
息
な
の
か
が
重
要
で
す
。
死
因
が
別
で
あ

れ
ば
、
配
食
し
た
山
口
さ
ん
の
行
為
と
死
亡
に
は
因
果

関
係
が
な
く
な
り
、
２
つ
の
訴
因
は
い
ず
れ
も
前
提
を

失
い
ま
す
。
２
つ
の
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判

断
す
る
ま
で
も
な
く
、
無
罪
で
す
。
死
因
が
窒
息
に
起

因
す
る
と
い
う
検
察
の
見
立
て
に
対
す
る
批
判
は
、
後

に
ふ
れ
ま
す
。
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３
つ
の
争
点

　

こ
れ
ら
３
つ
の
争
点
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

①
注
視
義
務

１７
名
全
員
を
同
時
に
見
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
？

　

検
察
の
主
張
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

山
口
さ
ん
は
全
員
に
お
や
つ
を
配
り
、
最
後
に
Ｏ
さ
ん

が
い
る
Ｅ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
ま
し
た
。
Ｏ
さ
ん
は
食
事

全
介
助
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
自
分
が
介
助
に
入
る
つ
も

り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
同
じ
Ｅ
テ
ー
ブ
ル
に
、
Ｋ

さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　

Ｏ
さ
ん
の
右
隣
に
座
る
と
、
Ｓ
介
護
士
が
カ
フ
ェ
オ

レ
を
い
れ
て
く
れ
た
の
で
、
一
口
す
す
っ
て
か
ら
、
山

口
さ
ん
は
向
き
を
変
え
、
Ｏ
さ
ん
に
ス
プ
ー
ン
で
一
口

ず
つ
ゼ
リ
ー
を
食
べ
さ
せ
始
め
ま
し
た
。

　

起
訴
状
は
「
他
の
利
用
者
（
Ｏ
さ
ん
）
へ
の
食
事
の

介
助
に
気
を
取
ら
れ
、
Ｋ
さ
ん
の
食
事
中
の
動
静
を
注

視
し
な
い
ま
ま
放
置
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
Ｏ
さ

ん
の
介
助
と
い
う
自
分
の
仕
事
に
集
中
し
て
い
た
こ
と

を
、
Ｏ
さ
ん
に
「
気
を
取
ら
れ
て
い
た
」
と
は
、
よ
く

も
い
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
間
、
Ｋ
さ
ん
に
は
背
を
向

け
る
格
好
に
な
り
ま
し
た
が
、
距
離
は
数
十
セ
ン
チ
し

か
離
れ
て
お
ら
ず
、
気
配
や
音
な
ど
か
ら
、
Ｋ
さ
ん
の

動
静
を
十
分
う
か
が
え
る
状
態
を
維
持
し
て
い
ま
し

た
。

　

公
判
を
傍
聴
し
た
あ
る
介
護
関
係
者
は
、
次
の
よ
う

に
疑
問
を
呈
し
ま
す
。

①
Ｋ
さ
ん
は
、
食
べ
物
を
急
い
で
か
き
込
む
な
ど

の
癖
が
あ
っ
た
の
で
、
口
腔
内
や
気
管
に
食
べ

物
を
詰
ま
ら
せ
、
窒
息
す
る
恐
れ
が
予
測
で
き

た
。

②
し
た
が
っ
て
山
口
さ
ん
は
、
Ｋ
さ
ん
が
お
や
つ

を
食
べ
て
い
る
間
、
動
静
を
注
視
し
、
窒
息

な
ど
の
事
故
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
実
際
は
、
山
口
さ
ん
と
Ｋ
さ
ん
２
人
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１７
名
の
利
用
者
が
９
つ
の
テ
ー
ブ
ル

に
別
れ
て
座
り
、
そ
れ
に
対
し
て
介
助
職
員
は
、
Ｓ
介

護
士
と
、
そ
の
と
き
た
ま
た
ま
手
が
空
い
て
自
分
か
ら

手
伝
い
に
入
っ
た
准
看
護
師
の
山
口
さ
ん
の
２
名
だ
け

で
し
た
。Ｓ
介
護
士
が
飲
み
物
を
配
る
の
と
並
行
し
て
、

弁護団が現場再現活動で得た、当日のおやつ時のCチーム食堂での１７人の入所者の配置と、准看護師の動き
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Ｋ
さ
ん
は
、入
所
以
来
異
変
ま
で
の
２
カ
月
弱
の
間
、

嚥
下
ト
ラ
ブ
ル
は
一
度
も
な
く
、
間
食
は
普
通
食
で
し

た
。
し
か
し
、
２
度
ほ
ど
嘔
吐
し
た
こ
と
が
あ
り
、
消

化
不
良
な
の
で
は
、
と
介
護
チ
ー
ム
の
会
議
で
話
し
合

い
、
間
食
を
ゼ
リ
ー
系
に
変
え
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
事
故
の
１
週
間
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

お
や
つ
の
形
態
変
更
の
理
由
は
、
嚥
下
ト
ラ
ブ
ル
と
は

無
関
係
な
も
の
で
し
た
。
そ
も
そ
も
嚥
下
機
能
に
問
題

が
あ
る
の
な
ら
、
お
や
つ
以
前
に
一
日
三
度
の
食
事
を

き
ざ
み
ト
ロ
ミ
食
に
変
更
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た

は
ず
で
す
。
お
や
つ
だ
け
の
変
更
だ
っ
た
こ
と
も
、
嚥

下
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ
た
証
左
で
す
。

　
お
や
つ
は
嗜
好
品

　

第
８
回
公
判
で
、
事
故
当
日
山
口
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
お
や
つ
の
介
助
を
し
た
Ｓ
介
護
士
は
、
次
の
よ
う
に

証
言
し
ま
し
た
。

　

Ｋ
さ
ん
を
注
視
し
た
ら
、
今
度
は
「
Ｋ
さ
ん
に
気
を

取
ら
れ
」
Ｏ
さ
ん
を
「
放
置
」
し
た
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
注
視
義
務
が
発
生
？

　

ま
た
検
察
は
、
Ｋ
さ
ん
へ
の
注
視
義
務
が
生
じ
た
の

は
、
山
口
さ
ん
が
Ｅ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
直
後
だ
と
し

て
い
ま
す
。
検
察
は
、後
に
こ
の
主
張
を
変
え
ま
す（
訴

因
変
更
・
後
述
）。　

　

第
１３
回
公
判
で
の
山
口
さ
ん
の
証
言
お
よ
び
弁
護
団

作
成
の
実
況
見
分
再
現
ビ
デ
オ
に
よ
れ
ば
、
Ｋ
さ
ん
に

は
１７
人
中
１０
番
目
（
配
食
開
始
か
ら
３
分
半
後
）
く
ら

い
に
ド
ー
ナ
ツ
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
Ｅ
テ
ー
ブ
ル
の
Ｏ
さ
ん
の
前
に
ゼ
リ
ー
を
置

い
た
の
は
、
さ
ら
に
３
分
後
で
す
。
食
事
が
自
立
だ
っ

た
Ｋ
さ
ん
は
、
こ
の
３
分
間
に
す
で
に
食
べ
終
え
て
い

た
可
能
性
が
大
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。再
現
ビ
デ
オ
や
、

４
年
以
上
前
の
記
憶
に
よ
る
証
言
で
は
、
１
分
１
秒
の

誤
差
も
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
１７
名
の
配
食
に
要

「
Ｋ
さ
ん
に
注
意
を
は
ら
う
義
務
を
怠
っ
た
と
い

う
の
な
ら
、
全
介
助
が
必
要
だ
っ
た
Ｏ
さ
ん
に

対
し
て
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
」

「
お
や
つ
と
い
う
の
は
楽
し
み
で
あ
っ
て
、
個
々

人
の
嗜
好
に
よ
る
も
の
。
家
族
か
ら
差
し
入
れ
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
お
や
つ
に
つ
い
て
間
違
え
る
心
配

と
い
う
よ
う
な
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

す
る
時
間
等
は
、
ほ
ぼ
客
観
的
に
再
現
・
検
証
可
能
で

合
理
的
な
も
の
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
Ｋ
さ
ん
が
お
や
つ
を
食
べ
て
い
る
と

こ
ろ
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
つ
つ
、
そ

の
義
務
が
生
じ
た
の
は
、
Ｋ
さ
ん
が
食
べ
終
え
た
（
少

な
く
と
も
す
で
に
食
べ
始
め
た
）
後
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
も
な
け
れ
ば
不
可
能
な

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
す
。

②
間
食
の
形
態
確
認
義
務

間
食
形
態
の
変
更

　

あ
ず
み
の
里
で
提
供
す
る
食
事
は
、
次
の
よ
う
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

主
食
は
、
米
飯
、
全
粥
、
ミ
キ
サ
ー
粥
の
３
形
態
、

副
菜
は
、
常
菜
、
一
口
カ
ッ
ト
、
あ
ら
き
ざ
み
食
、
き

ざ
み
食
、き
ざ
み
ト
ロ
ミ
食
、ミ
キ
サ
ー
食
、嚥
下
食（
３

レ
ベ
ル
）
の
９
種
類
が
用
意
さ
れ
、
利
用
者
の
健
康
状

態
、
性
癖
な
ど
に
あ
わ
せ
て
介
護
チ
ー
ム
で
話
し
合
っ

て
、
ど
の
形
態
か
決
め
ま
す
。

　

間
食
（
お
や
つ
）
は
、普
通
食
と
、ゼ
リ
ー
系
（
ム
ー

ス
や
プ
リ
ン
な
ど
）
の
２
種
類
あ
り
、
副
菜
が
、
き
ざ

み
ト
ロ
ミ
食
以
下
の
人
は
、
ゼ
リ
ー
系
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
検
察
官
は
「
あ
な
た
、
間
違
え
る
心
配

な
い
っ
て
い
う
け
ど
、
間
違
え
て
も
問
題
な
い
っ
て

思
っ
て
た
っ
て
こ
と
？
」
と
聞
き
返
し
て
い
ま
す
（
こ

の
検
察
官
は
、
し
ば
し
ば
こ
う
い
う
た
め
口
や
詰
問
調

の
も
の
い
い
を
し
、
証
人
を
威
迫
す
る
態
度
が
目
立
ち

ま
し
た
）。

　

く
り
返
し
ま
す
が
、
Ｋ
さ
ん
の
お
や
つ
を
ゼ
リ
ー
系

に
変
え
た
理
由
は
、
窒
息
事
故
に
つ
な
が
る
嚥
下
障
害

と
は
無
関
係
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、検
察
官
は
、

お
や
つ
を
「
間
違
え
る
」
こ
と
を
あ
た
か
も
危
険
に
直

結
す
る
医
療
事
故
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
詰
問
し
て

い
ま
す
。こ
こ
に
そ
も
そ
も
の「
勘
違
い
」が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
勘
違
い
は
、
山
口
さ
ん
を
尋
問
し
た
際
（
第
１３

回
公
判
）の
検
察
官
の
質
問
に
も
色
濃
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
が
、
あ
ず
み
の
里
に
来
る
前
に
長
年
勤
め

て
い
た
２
つ
の
病
院
で
、
食
事
の
配
膳
は
食
札
を
つ
け

て
確
認
し
て
い
た
、
と
証
言
さ
せ
、
そ
う
し
な
か
っ
た

今
回
の
ケ
ー
ス
は
注
意
義
務
違
反
が
成
立
す
る
と
い
い

た
い
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、特
養
あ
ず
み
の
里
で
は
、

お
や
つ
に
食
札
は
な
い
の
で
す
。
病
院
と
特
養
が
無
造

作
（
無
神
経
）
に
同
一
基
準
で
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
違

い
な
ど
問
題
意
識
の
か
け
ら
も
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム
は
「
終つ
い

の
棲
家
」

　
「
病
院
は
、
生
命
を
救
い
、
維
持
す
る
と
こ
ろ
。
特

養
と
は
、
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
を
支
え
る
と
こ
ろ
」

　

地
域
介
護
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
で
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護

師
で
も
あ
る
女
性
が
、
筆
者
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。こ
れ
を
聞
い
て
、「
お
や
つ
は
楽
し
み
な
の
だ
か
ら
」

と
い
う
Ｓ
介
護
士
の
法
廷
で
の
言
葉
の
意
味
が
も
う
少

し
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
た
ん
に
食
欲
を
満
た
す

も
の
で
は
な
く
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
嗜
好
を
楽
し
み
、
お

や
つ
を
挟
ん
で
会
話
や
笑
顔
が
生
ま
れ
る
。
特
養
は
そ

う
い
う
環
境
を
作
り
、
高
齢
者
が
終
の
棲
家
と
し
て
生

き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ず
み
の
里
以
外
で
は
ど
う
な
の
か
？
筆
者
は
知
人

の
介
護
士
に
こ
の
裁
判
の
話
を
す
る
と
と
も
に
、
他
施

設
の
状
況
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

「
私
が
働
い
て
い
る
特
養
で
は
、
看
護
師
が
介
護
の
仕

事
を
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
」
と
彼
女
は
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
看
護
師
と
介
護
士
の
仕
事
を
完
全
に
分
け
て

し
ま
う
の
が
良
い
か
、
臨
機
応
変
に
協
力
す
る
の
も
、

ひ
と
つ
の
や
り
方
だ
ろ
う
、
と
も
い
い
ま
す
。

「
利
用
者
が
お
や
つ
を
食
べ
て
い
る
と
き
、
介
護
士
が

カ
フ
ェ
オ
レ
を
飲
む
な
ん
て
、
う
ち
で
は
や
ら
な
い
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
「
利
用
者
さ
ん
達

が
お
や
つ
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
き
、
介
護
者
も
い
っ

し
ょ
に
お
茶
く
ら
い
飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
方
が
、

利
用
者
さ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
」と
も
い
い
ま
す
。

　

施
設
ご
と
に
、
こ
う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
考
え
方
や

や
り
方
の
多
様
性
や
幅
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
限

ら
れ
た
条
件
の
中
で
工
夫
を
こ
ら
し
、
居
心
地
の
よ
い

生
活
の
場
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
証
左
で
す
。
ブ

ラ
ッ
ク
校
則
の
よ
う
に
「
業
務
上
の
義
務
」
を
杓
子
定

規
に
当
て
は
め
、
個
人
に
刑
事
罰
を
与
え
る
こ
と
し
か

考
え
な
い
発
想
は
、
福
祉
の
現
場
の
自
主
性
や
創
意
を

押
し
つ
ぶ
す
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
盗
賊
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ス

は
、
旅
人
を
と
ら
え
て
は
鉄
製
の
寝
台
に
寝
か
せ
、
身

長
が
高
い
人
は
、
は
み
出
た
部
分
を
切
り
取
り
、
身
長

が
低
い
人
は
無
理
矢
理
引
き
延
ば
し
た
と
い
い
ま
す
。

検
察
が
や
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
と
同
じ
で
す
。

③
ド
ー
ナ
ツ
が
原
因
の
窒
息
な
の
か
？

脳
梗
塞
の
確
率
が
も
っ
と
も
高
い

　

Ｋ
さ
ん
は
、
ド
ー
ナ
ツ
で
気
道
（
気
管
）
を
ふ
さ
が

れ
て
窒
息
し
、
低
酸
素
脳
症
か
ら
誘
発
し
た
肺
炎
で
死

亡
し
た
、
と
す
る
検
察
側
主
張
に
は
、
当
初
か
ら
異
論

が
あ
り
ま
す
。
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気
道
（
気
管
）
に
異
物
が
入
れ
ば
、
む
せ
る
と
か
苦

し
が
る
な
ど
の
反
応
が
あ
る
は
ず
。
Ｋ
さ
ん
に
は
そ
う

し
た
徴
候
が
欠
如
し
て
お
り
、
平
常
な
状
態
か
ら
異
変

ま
で
わ
ず
か
数
十
秒
し
か
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
心
肺
停

止
の
原
因
が
他
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
医
師
も
い

ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
の
救
急
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡
診
断
書
を
書

い
た
Ｕ
医
師
は
、
第
１１
回
公
判
で
、
次
の
よ
う
に
証
言

し
ま
し
た
。

な
っ
た
原
因
が
ド
ー
ナ
ツ
に
よ
る
窒
息
と
思
い
込
ん
だ

時
期
が
あ
り
ま
す
。
ド
ー
ナ
ツ
を
食
べ
た
直
後
に
心
肺

停
止
に
な
り
、
口
の
中
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
の
破
片
が
出
て

き
た
の
だ
か
ら
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
。

　

長
野
県
警
は
、
Ｋ
さ
ん
が
ま
だ
ご
存
命
の
う
ち
か
ら

捜
査
１
課
（
通
常
、
強
盗
・
殺
人
な
ど
の
暴
力
的
凶
悪

犯
罪
を
担
当
す
る
部
署
）
が
捜
査
に
入
り
、
職
員
・
関

係
者
へ
の
聴
取
や
、
看
介
護
記
録
、
施
設
・
組
織
体
制

な
ど
１
０
０
０
点
を
超
え
る
資
料
を
押
収
し
ま
し
た
。

　

事
件
を
冷
静
に
ふ
り
返
る
に
は
、
関
係
者
同
士
が
見

解
を
出
し
合
い
、
多
角
的
に
検
討
す
る
な
ど
、
多
少
の

時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
。
だ
が
、
当
初
の
思
い
込
み

が
訂
正
さ
れ
る
前
に
、強
硬
な
捜
査
と
取
調
べ
で「
ド
ー

ナ
ツ
を
気
管
に
詰
ま
ら
せ
た
窒
息
死
」
が
、
独
り
歩
き

始
め
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
思
い
違
い
に
非
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
警

察
、検
察
の
見
込
み
捜
査
が
引
き
起
こ
し
た
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
、
作
為
的
な
事
件
構
造
を
描
き
出
す
た
め
に
、

「
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、失
礼
な
言
辞
を
は
い
て
」（
第

１３
回
公
判
に
お
け
る
、
取
調
べ
状
況
に
つ
い
て
の
山
口

さ
ん
の
法
廷
証
言
）
本
人
の
意
に
沿
わ
な
い
調
書
ま
で

作
成
し
ま
し
た
。

　

傍
聴
し
た
医
療
関
係
者
の
一
人
は
、
こ
う
述
べ
て
い

ま
す
。

直
接
の
死
因
は
、
脳
に
一
定
時
間
酸
素
が
い
か
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
低
酸
素
脳
症
。
来
院
時
に
心

肺
停
止
状
態
で
、
そ
の
原
因
は
、
窒
息
以
外
に
も

脳
梗
塞
か
心
室
細
動
が
考
え
得
る
。
脳
梗
塞
の
確

率
が
も
っ
と
も
高
い
と
考
え
て
い
る
。

「
医
療
安
全
の
振
り
返
り
で
『
誤
嚥
し
た
か
し
ら
、

食
事
形
態
は
ど
う
か
し
ら
、
私
が
も
っ
と
こ
う
し

た
ら
、
何
が
起
き
て
い
た
ん
だ
ろ
う
…
』
と
深
め

て
い
く
過
程
で
『
自
己
反
省
』
す
る
場
面
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
自
白
と
見
做
す
な
ら
、
医
療
者

や
介
護
職
に
対
す
る
冒
涜
で
す
」

「
通
常
、
何
が
起
こ
っ
た
か
（
を
判
断
す
る
に
あ

た
り
）
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
や
救
急
隊
員
の

情
報
か
ら
基
本
的
病
態
を
考
え
、
そ
の
上
で
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
心
電
図
、
血
液
検
査
な
ど
を
し
て
原
因

を
考
え
る
の
で
す
が
、
Ｋ
さ
ん
の
診
療
録
を
見
る

限
り
、
窒
息
以
外
の
原
因
が
検
討
さ
れ
た
形
跡
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
診
療
録
も
、
ご
家
族
へ
の

説
明
も
、
窒
息
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
Ｋ
さ
ん
が
搬
送
さ
れ
て
き
た
時
点
で
は

「
ド
ー
ナ
ツ
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
」と
い
う
情
報
が
い
っ

し
ょ
に
入
っ
て
き
た
た
め
、
そ
れ
を
疑
っ
た
り
、
他
の

可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

早
ま
っ
た
認
識
が
独
り
歩
き

　

当
初
は
山
口
さ
ん
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
も
、
亡
く

誤
っ
た
情
報
に
影
響
さ
れ
た
診
断

　

窒
息
死
と
診
断
し
た
救
急
専
門
医
は
、
第
１５
回
公
判

で
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
窒
息
と
思
い
込
ん
で
、
そ
う
し
た
情
報
ば
か

り
が
飛
び
交
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
も
窒
息
と
判
断
し

た
、と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誤
っ
た（
あ
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を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
？
公
判
検
事
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
裁
判

は
、
介
護
の
現
場
で
起
き
た
問
題
を
解
決
し
て
い
く
に

あ
た
っ
て
、
介
護
・
医
療
従
事
者
と
利
用
者
が
力
を
あ

わ
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
刑
事
罰
を
ふ
り
か
ざ
し
て
強

引
に
介
入
す
る
検
察
に
福
祉
の
未
来
を
委
ね
る
の
か
の

争
い
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
山
口
さ
ん
一

人
の
肩
に
押
し
付
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
毎
回
全
国

か
ら
数
十
名
（
傍
聴
席
定
数
を
４
～
５
倍
も
上
回
る
）

の
傍
聴
希
望
者
が
公
判
に
集
ま
る
の
は
、
そ
う
い
う
気

持
ち
が
共
有
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

よ
り
多
く
の
介
護
・
医
療
関
係
者
に
、
こ
こ
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ
れ
か

ら
も
傍
聴
席
を
埋
め
、
検
察
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、

裁
判
官
が
公
正
な
判
断
を
で
き
る
よ
う
注
視
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

（
２
０
１
８
年 

長
野
県
民
医
連
７
月
号
号
外
）

る
い
は
不
確
か
な
）
情
報
が
診
断
の
前
提
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
１２
月
、
大
阪
高
裁
で
再
審
開
始
決
定
が
出
た
湖

東
記
念
病
院
事
件
（
滋
賀
県
）
で
も
「
患
者
さ
ん
の
死

亡
時
に
人
工
呼
吸
器
の
パ
イ
プ
が
は
ず
れ
て
い
た
」
と

い
う
誤
っ
た
情
報
が
、
死
因
の
特
定
に
か
か
わ
る
医
師

の
診
断
に
誤
っ
た
前
提
を
与
え
た
こ
と
を
認
め
、
そ
の

信
用
性
に
合
理
的
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ま
し
た
。

　

死
因
に
つ
い
て
は
、
今
後
弁
護
側
の
さ
ら
な
る
立
証

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
を
誰
の
手
に
委
ね
る
の
か

　

４
月
２３
日
の
第
１６
回
公
判
で
、
検
察
官
も
交
代
し
、

１
名
か
ら
２
名
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
彼
ら
が
ど

う
公
判
に
臨
ん
で
く
る
か
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
検
察
官
に
対
し
て
は
、
多
く
の
傍
聴

者
か
ら
以
下
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
証
言
席
に
座
っ
た
Ｍ
さ
ん
本
人

も
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
ま
す
。

「
誠
実
に
答
え
る
山
口
さ
ん
に
対
し
て
、
検
察
官

は
次
々
に
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
質
問
し
『
そ
ん

な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
の
か
』
と
。
あ
の
検
察
官

は
本
当
に
品
が
な
い
。
怒
り
心
頭
で
し
た
」

第
１３
回
公
判　

山
口
さ
ん
本
人
尋
問
を
傍
聴
し
て

「
Ｍ
さ
ん
に
対
し『
あ
な
た
、年
は
い
く
つ
な
の
？
』

と
聞
き
『
○
歳
に
も
な
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
も
覚

え
て
な
い
の
？
』
と
乱
暴
な
口
を
き
く
の
で
驚
き

ま
し
た
」

第
９
回
公
判　

介
護
士
Ｍ
さ
ん
の
証
人
尋
問
を
傍

聴
し
て

　
「
検
察
官
は
と
て
も
横
柄
で
、
ま
る
で
被
疑
者

扱
い
で
し
た
。
支
援
集
会
に
は
『
自
分
の
意
志
で

参
加
し
て
い
る
の
か
』な
ど
と
聞
い
て
き
ま
し
た
。

検
察
は
、
集
会
で
の
発
言
ま
で
調
べ
、
支
配
す
る

の
か
、
と
憤
り
を
覚
え
ま
し
た
」。

　

支
援
集
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
質
問

は
他
の
証
人
に
も
行
い
、
Ｍ
さ
ん
同
様
、
そ
こ
で
の
発

言
内
容
に
ま
で
ふ
れ
「
こ
う
い
っ
た
だ
ろ
う
」「
あ
あ

い
わ
な
か
っ
た
か
」
と
聞
い
て
き
た
の
は
、
筆
者
も
驚

き
ま
し
た
。
集
会
で
の
発
言
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
法
廷
で

難
詰
す
る
と
は
、
ま
る
で
特
高
警
察
で
す
。

　

な
ぜ
検
察
は
、
こ
と
さ
ら
に
こ
う
し
た
敵
対
的
態
度



義
務
違
反
で
も
、
死
因
で
も
、
検
察
主
張
が
破
綻
し
た
中
で

ま
た
し
て
も
訴
因
変
更

今
井 
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結
審
を
目
前
に
ま
た
し
て
も
訴
因
変
更

　

さ
る
７
月
３０
日
、
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
で
、

特
養
あ
ず
み
の
里
「
業
務
上
過
失
致
死
」
裁
判
の
第
２０

回
公
判
が
開
か
れ
ま
し
た
。
次
回
は
１０
月
１
日
、
検
察

が
論
告
（
検
察
側
主
張
を
総
括
し
て
述
べ
る
）
を
行
う

予
定
で
す
が
、
そ
れ
を
前
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
検
察
の
基
本
的
な
主
張
の
一
部
を

変
更
す
る
訴
因
変
更
（
予
備
的
訴
因
の
追
加
）
と
い
う

手
続
き
を
行
っ
た
検
察
で
す
が
、
結
審
を
前
に
し
て
ま

た
し
て
も
訴
因
変
更
の
追
加
を
求
め
て
き
た
の
で
す
。

　

今
回
は
、
Ｋ
さ
ん
が
お
や
つ
を
食
べ
て
い
る
間
、
誤

嚥
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
（
注
視
義
務
）
が
発
生
し
た
の
は

い
つ
か
、
と
い
う
重
要
な
論
点
に
お
い
て
、
当
初
か
ら

維
持
し
て
い
た
自
ら
の
主
張
を
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
変

更
。

　

Ｋ
さ
ん
に
配
食
し
た
後
、
他
の
入
所
者
の
分
も
す
べ

て
配
食
し
終
え
て
、
Ｋ
さ
ん
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
席

し
た
時
点
か
ら
と
い
う
従
来
の
主
張
を
、「
Ｋ
さ
ん
の

目
の
前
に
ド
ー
ナ
ツ
を
配
食
し
た
時
点
か
ら
」
へ
と
前

倒
し
に
し
た
の
で
す
。

　

従
来
の
主
張
の
ま
ま
で
は
、
山
口
さ
ん
が
席
に
つ
い

た
時
は
、
す
で
に
Ｋ
さ
ん
に
お
や
つ
が
配
ら
れ
て
か
ら

３
分
程
度
経
過
し
て
お
り
、
Ｋ
さ
ん
は
ド
ー
ナ
ツ
を
食

べ
終
わ
っ
て
い
た
か
、
少
な
く
と
も
食
べ
始
め
て
い
た

こ
と
は
、
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
で
は
、
注
視
義
務
な
る

も
の
は
、
事
故
が
起
き
た
後
に
発
生
し
た
可
能
性
を
否

定
で
き
ず
、
検
察
は
そ
の
点
で
何
ら
立
証
の
手
立
て
を

も
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。

　

裁
判
所
も
、
こ
の
訴
因
変
更
の
申
立
に
つ
い
て
慎
重

な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
９
月

１４
日
の
時
点
で
、
こ
れ
を
認
め
る
決
定
を
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

弁
護
団
は
た
だ
ち
に
決
定
の
取
り
消
し
を
求
め
て
最

高
裁
に
特
別
抗
告
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
回
の
訴
因

変
更
（
２
０
１
６
年
９
月
１６
日
）
の
際
と
同
様
、
最
高

裁
は
特
別
抗
告
を
速
攻
で
棄
却
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
主
張
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
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ら
、
そ
も
そ
も
山
口
さ
ん
へ
の
不
当
な
起
訴
そ
の
も
の
を

す
す
ん
で
取
り
下
げ
る
の
が
、「
公
益
の
代
表
者
」
と
し

て
の
検
察
の
正
し
い
態
度
で
す
。
間
違
い
を
正
さ
ず
、
逆

に
塗
り
隠
す
姑
息
な
訴
因
変
更
を
く
り
返
す
検
察
に
対

し
て
、
裁
判
所
が
公
正
な
態
度
で
す
み
や
か
に
審
理
を

す
す
め
、
一
日
も
早
く
山
口
さ
ん
を
被
告
席
か
ら
解
放
す

る
よ
う
、
引
き
つ
づ
き
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

義
務
違
反
論
・
死
因
論
の
い
ず
れ
で
も
、

検
察
主
張
を
一
蹴
し
た
弁
護
側
証
人
尋
問

　

こ
れ
ま
で
、
山
口
さ
ん
に
、
業
務
上
過
失
致
死
と
い

う
起
訴
罪
名
に
相
当
す
る
義
務
違
反
行
為
が
あ
っ
た
か

否
か
、
ま
た
Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
原
因
が
、
ド
ー
ナ

ツ
の
誤
嚥
に
よ
る
窒
息
死
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
２
つ

の
大
き
な
争
点
を
め
ぐ
り
、
検
察
、
弁
護
双
方
が
医
師

や
介
看
護
の
専
門
家
を
法
廷
に
呼
び
、
証
言
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

　

弁
護
側
の
２
人
の
専
門
家
証
言
（
福
村
直
毅
氏
、
川

嶋
み
ど
り
氏
）
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
検
察
側
専
門
家

証
人
と
の
立
証
の
レ
ベ
ル
の
差
は
、
圧
倒
的
と
い
え
る

も
の
で
す
。

　

傍
聴
し
た
人
た
ち
（
歯
科
医
、
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
な
ど
専
門
家
も
含
む
）
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
証
言
だ

け
で
も
Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
お
や
つ
と
の
因

果
関
係
も
、
お
や
つ
の
形
態
を
確
認
す
る
義
務
も
な

か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
、
と
い
う
感
想
が
口
々

に
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

検
察
側
の
証
人
（
鎌
倉
や
よ
い
氏
、
根
本
学
氏
、
山

田
好
秋
氏
）
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
Ｋ
さ
ん
に
は
狭
義

の
嚥
下
障
害
は
な
か
っ
た
」と
明
示
的
に
認
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
死
因
は
窒
息
で
は
な
い
と
い
う
合
理
的

疑
い
に
対
し
、
検
察
は
何
一
つ
有
効
な
反
証
を
し
な
い

ま
ま
に
証
人
尋
問
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
で
、弁
護
団
の
以
下
の
主
張
の
正
し
さ
が
、

立
証
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❶
お
や
つ
の
形
態
を
変
え
た
の
は
、
嚥
下
障
害
が
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
く
、
嘔
吐
や
腹
痛
な
ど
の
症
状
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

❷
ド
ー
ナ
ツ
に
は
、
Ｋ
さ
ん
が
窒
息
す
る
よ
う
な
危
険

な
物
性
は
な
い
。

❸
看
護
師
で
あ
る
山
口
さ
ん
が
、
介
護
職
員
の
「
看
介

護
記
録
申
し
送
り
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を
読
ん
で
確
認
す

る
義
務
は
、勤
務
シ
ス
テ
ム
上
な
か
っ
た
。し
た
が
っ

て
お
や
つ
の
変
更
に
つ
い
て
知
り
う
る
立
場
に
も
、

知
る
義
務
も
な
か
っ
た
。

　　

こ
う
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
だ
け
に
、
今
回
の

訴
因
変
更
は
絶
対
に
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
暴
挙
で
す
。

手
続
き
上
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
主
張
の
内
容

ま
で
裁
判
所
が
認
め
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の

弁
護
団
に
よ
る
最
終
弁
論
（
１２
月
１７
日
）
を
経
て
今
年

度
中
に
も
予
定
さ
れ
る
判
決
の
行
方
を
さ
ら
に
注
視
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
２
０
１
８
年
１０
月
１
日
） 



弁護団から説明されてきたとおり、この裁判の争点は以下のように整理されます。

弁護側立証を強力に支える２専門家

証言
＜Ａ＞
山口さんに、業務遂行上、当然の義務を怠ったという違法があるか。
これは、２つにわかれ、
①おやつのドーナツを食べているＫさんの様子から目を離さず、誤嚥
などの事故がおきないようにする義務（注視義務）起訴当初の訴因

②嚥下障害のあったＫさんには、ドーナツではなくゼリーを配食すべく、
配る前に確認する義務があった（おやつの形態確認義務）追加訴因

＜Ｂ＞
Ｋさんが死亡した原因は、ドー
ナツによる窒息死か否か。
Ｋさんには誤嚥などの摂食障害
があったか否か。
おやつ形態の変更は、それが理
由だったかどうか。

これらについて、第18回および第19回公判で、弁護側は以下の有力な専門家証人を招請し、立証し
ました。
　・川嶋みどり氏（看護学者　日本赤十字看護大学名誉教授）
　・福村直毅氏（医師　摂食嚥下リハビリテーション専門家）
この専門家証言に対し、検察は何一つ有効な反論ができないままで結審しました。二人の証言の概略
を以下にご紹介します。
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２
０
１
８
年
７
月
２
日　
第
１９
回
公
判

川
嶋
み
ど
り
証
人

　

看
護
学
者　

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
名
誉
教
授

【
証
人
の
専
門
分
野
】

　

看
護
と
介
護
の
研
究
。
看
護
と
介
護
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
領
域
を
含
む
。

【
弁
護
人
か
ら
依
頼
さ
れ
た
鑑
定
事
項
】

　

お
や
つ
を
配
る
に
あ
た
っ
て
求
め
ら
れ
る
注
意
義
務
の
内
容

　

お
や
つ
を
介
助
す
る
に
当
た
っ
て
求
め
ら
れ
る
注
意
義
務
の
内
容

　

具
体
的
に
は
以
下
２
点
の
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
否
か
。

　
　

・
お
や
つ
の
形
態
確
認
義
務

　
　

・
お
や
つ
食
事
中
の
注
視
義
務

　
　【

鑑
定
の
結
論
】

　

前
記
２
つ
の
義
務
違
反
は
、
い
ず
れ
も
な
か
っ
た
。

特
養
と
病
院
の
違
い

　
「
一
言
で
は
、
病
院
は
、
傷
病
者
の
治
療
を
す
る
場
で
す
。
特
養
は
、
高
齢
で
、

ご
自
分
の
起
居
動
作
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
に
、
介
護
を
専
門
的
に
提
供
す
る
場

で
す
」。
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「
病
院
は
、
家
庭
生
活
に
比
べ
た
ら
か
け
離
れ
た
生
活
、
か
け
離
れ
た
環
境
の

も
と
で
生
活
し
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
か
な
り
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て

も
、
治
療
優
先
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
特
養
の
場
合
は
、
高
齢
の
た
め
に
、
ご
自
分
で
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
的
な
条
件

が
な
く
て
、
家
庭
の
中
で
暮
ら
し
て
い
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
高
齢
者
の

方
た
ち
を
家
庭
の
延
長
と
し
て
面
倒
を
見
る
と
い
う
、
つ
ま
り
病
院
の
場
合
は
暮

ら
し
を
犠
牲
に
す
る
ん
で
す
け
ど
、
特
養
の
場
合
に
は
、
暮
ら
し
全
般
を
特
養
に

持
ち
込
ん
で
き
て
、
い
わ
ば
住
み
慣
れ
た
自
宅
に
非
常
に
近
づ
け
た
形
で
、
日
々

の
流
れ
を
保
つ
と
い
う
こ
と
が
根
底
に
あ
っ
て
、
し
か
も
、
病
院
の
よ
う
に
在
院

日
数
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
終つ
い

の
棲
家
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
、

ほ
ん
と
そ
こ
で
看
取
り
も
さ
れ
る
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
全
体
を
整
え
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
、
そ

の
人
の
生
活
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
違
い
ま
す
」

　

入
所
者
か
ら
み
る
と
、
そ
の
違
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
、
と
の
弁
護
人
の
問
い

に
対
し

　
「
個
々
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
、
家
庭
生
活
の
延
長
と
し
て
の
場
と
し

て
、
治
療
で
は
な
く
暮
ら
し
が
優
先
に
な
り
ま
す
」

お
や
つ

　
「
特
養
に
お
け
る
お
や
つ
と
い
う
の
は
、日
課
の
ひ
と
つ
と
し
て
、楽
し
み
と
か
、

く
つ
ろ
ぎ
の
場
で
も
あ
り
ま
す
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
」

　

多
く
の
特
養
な
ど
を
見
て
き
た
証
人
は
、
お
や
つ
の
取
扱
い
が
施
設
ご
と
に
多

様
で
あ
る
実
態
も
証
言
し
た
。

　

あ
ず
み
の
里
の
よ
う
に
、
一
定
の
決
ま
っ
た
時
間
に
同
じ
お
や
つ
を
提
供
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
が
、
食
事
の
あ
と
の
デ
ザ
ー
ト
だ
っ
た
り
、
自
分
た
ち
で
お
菓
子

作
り
を
し
て
食
べ
た
り
、
何
種
類
か
の
お
や
つ
か
ら
自
分
の
好
き
な
も
の
を
選
ん

だ
り
、
喫
茶
店
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
好
き
な
と
き
に
好
き
な
も
の
を
購
入
し

て
食
べ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

外
か
ら
の
お
や
つ
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
い
る
と
い
う
事
例
は
私
は
知
ら
な

い
。

　

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
特
定
の
疾
患
が
あ
り
、
多
い
の
は
糖
尿
病
で
す
が
、
高

血
圧
と
か
腎
臓
病
な
ど
の
あ
る
方
は
、
糖
分
や
塩
分
が
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
狭
い
意
味
で
の
摂
食
嚥
下
障
害
が
あ
れ
ば
、
飲
み
込
め
な
い
も
の

な
ど
に
配
慮
が
必
要
。

　

お
や
つ
に
食
札
が
あ
る
例
は
知
ら
な
い
。

看
護
と
介
護
の
関
係

　

看
護
職
の
歴
史
は
１
３
５
年
、
介
護
職
は
始
ま
っ
て
３０
年
く
ら
い
。

　

高
齢
化
社
会
の
中
で
、両
者
が
と
も
に
働
く
機
会
が
非
常
に
増
え
て
き
た
の
で
、

そ
の
違
い
と
か
協
働
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
看
護
は
保
助
看
法
、
介
護
は
介
護
福
祉
法
の
範
囲
で
行
わ
れ
て
お
り
、

両
者
共
通
の
ル
ー
ル
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
山
口
さ
ん
が
１７
人
の
利
用
者
さ
ん
た
ち
に
お
や
つ
を
配
っ
た
わ
け
で
、
Ｋ
さ

ん
ひ
と
り
だ
け
に
注
意
を
向
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
１７
人
を
山
口
さ
ん
と
Ｍ
さ
ん
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と
二
人
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
山
口
さ
ん
個
人
に
、
Ｋ
さ
ん
個
人

の
注
視
義
務
違
反
や
形
態
確
認
義
務
違
反
が
問
わ
れ
る
の
は
不
思
議
、
お
か
し
い

と
思
い
ま
し
た
」

　
「
１
対
１
で
か
か
わ
る
場
面
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
摘
便
と
か
採
血
と
か
経
管

栄
養
の
よ
う
に
、
準
備
か
ら
終
了
後
の
観
察
ま
で
一
連
の
業
務
全
て
を
、
そ
の
個

人
に
限
定
し
て
注
意
義
務
が
生
じ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
」

　
「
介
護
職
の
場
合
な
ら
、
自
分
で
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
と
か
、
自
分
で
移

動
で
き
な
い
人
、
自
分
で
お
風
呂
に
入
れ
な
い
人
と
か
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
に

限
っ
て
、
そ
の
人
の
介
助
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
は
、
そ
の
一
人
一
人
に

対
し
て
、
そ
の
人
が
終
わ
る
ま
で
の
限
定
し
た
時
間
内
の
注
視
義
務
が
発
生
す
る

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
１７
人
や
１９
人
を
２
人
で
見
る
こ
と
も
、
病
院
で
も
介
護
施

設
で
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
時
に
、
そ
の
１７
人
の
中
の
１
人
だ
け

に
注
意
義
務
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す

し
、
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

被
介
助
者
が
複
数
の
場
合
、
優
先
順
位
が
あ
る
、
と
証
人
は
指
摘
す
る
。
Ｋ
さ

ん
は
介
護
度
４
で
す
が
、
食
事
は
自
立
。
同
じ
４
で
も
食
事
自
立
で
な
い
方
も
い

る
。
酸
素
吸
入
を
つ
け
た
り
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
で
麻
痺
が
あ
っ
た
り
、
食
事
全

介
助
の
方
が
２
人
お
ら
れ
た
し
、そ
の
方
達
は
嚥
下
食
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、「
ま
ず
、

そ
う
い
う
方
た
ち
が
誰
か
を
判
断
し
て
、
そ
し
て
全
体
を
見
な
が
ら
お
や
つ
を
配

る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
」。

　

全
介
助
の
２
人
と
糖
尿
病
の
方
が
１
名
い
た
。
そ
の
３
名
が
と
り
わ
け
注
意
す

る
べ
き
対
象
だ
っ
た
と
判
断
す
る
。

　

Ｋ
さ
ん
に
は
嚥
下
障
害
を
示
す
も
の
は
資
料
の
ど
こ
に
も
な
く
、
お
や
つ
の
変

更
も
、
消
化
不
良
の
原
因
に
よ
る
も
の
だ
と
判
断
で
き
る
。

　

平
成
２５
年
１０
月
２４
日
（
入
所
翌
日
）
の
記
載
に
、「
ス
ト
ロ
ー
使
用
」「
や
や
む

せ
る
こ
と
あ
る
が
、
ス
ト
ロ
ー
で
飲
ま
れ
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
嚥

下
障
害
で
は
な
い
か
、
と
の
質
問
に
対
し
、「
む
せ
た
け
ど
飲
め
た
、
と
い
う
こ

と
は
彼
女
が
、
嚥
下
反
射
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
せ
た
と
い
う
こ
と
は

誤
嚥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
嚥
下
反
射
機
能
が
正
常
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

サ
ン
ド
パ
ン
を
口
に
入
れ
た
が
咀
嚼
し
き
れ
ず
、
口
に
ほ
お
ば
っ
た
の
で
、
出

し
て
も
ら
っ
た
ら
塊
の
ま
ま
出
て
き
た
、
と
い
う
エ
ピ
ー
ソ
ー
ド
も
、
自
分
で
咀

嚼
し
き
れ
な
い
も
の
は
無
理
に
飲
み
込
ま
ず
に
そ
の
ま
ま
口
に
ほ
お
ば
り
、
う
な

が
さ
れ
れ
ば
自
分
で
口
か
ら
出
せ
る
と
い
う
正
常
な
機
能
が
あ
っ
た
証
左
で
あ

り
、
嚥
下
障
害
で
は
な
い
。
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２
０
１
８
年
６
月
２５
日　
第
１８
回
公
判

福
村
直
毅
証
人

　
医
師　

健
和
会
病
院　

総
合
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
長

【
証
人
の
専
門
分
野
と
活
動
】

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
。

　
一
般
の
科
が
、臓
器
別
に
疾
患
を
見
る
の
に
対
し
て
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
は
部
位
別
で
は
な
く
全
身
、
疾
患
別
で
は
な
く
す
べ
て
の
疾
患
に
お
い

て
障
害
を
見
る
。
最
も
命
に
か
か
わ
る
の
が
摂
食
嚥
下
障
害
で
あ
る
。

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
「
地
域
に
実
際
に
出
て
、
診
療
、
対
策
治
療
な
ど
を
行
っ
て
い
る
」

　

地
域
へ
の
往
診
、
診
療
支
援
あ
る
い
は
施
設
で
の
診
療

「
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
摂
食
や
嚥
下
機
能
に
問
題
の
あ
る
患
者

の
診
察
に
、
日
々
あ
た
っ
て
い
る
」。

【
鑑
定
の
結
論
】

　
「
窒
息
は
生
じ
得
な
い
と
結
論
し
ま
し
た
」

　
　

窒
息
の
定
義

　
　

嚥
下
の
仕
組
み

　
　

摂
食
嚥
下
障
害
と
は
何
か

　
　

窒
息
の
定
義
と
３
種
類
の
原
因

　
　

気
道
の
閉
塞　

呼
吸
運
動
の
障
害　

低
酸
素
環
境

Ｋ
さ
ん
に
は
摂
食
嚥
下
障
害
は
な
か
っ
た

　

誤
嚥
と
は
喉
頭
に
大
量
の
食
物
が
あ
る
状
態
で
呼
吸
す
る
と
、
誤
っ
て
食
物
が

気
管
内
に
流
入
す
る
こ
と
。
Ｋ
さ
ん
に
誤
嚥
や
食
物
に
よ
る
窒
息
の
原
因
と
な
る

摂
食
嚥
下
障
害
が
あ
っ
た
と
認
め
う
る
根
拠
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。

　

口
の
中
に
食
物
を
詰
め
込
ん
で
し
ま
う
特
癖
と
い
う
の
は
、
気
道
に
お
け
る
窒

息
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｋ
さ
ん
が
、
口
に
食
物
を
詰
め
込
む
と
い
う
の
は
、
嚥

下
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
ド
ー
ナ
ツ
を
咽
頭
に
送
り
込
む
可
能
性

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ド
ー
ナ
ツ
の
物
性
と
窒
息
の
可
能
性

食
物
で
窒
息
す
る
に
は
（
条
件
）

　

①
気
道
の
あ
る
断
面
を
充
満
さ
せ
る
量
あ
る
い
は
大
き
さ
が
必
要

　

②
気
道
断
面
の
起
伏
に
そ
っ
て
変
形
す
る
能
力
、
ま
た
は
気
道
断
面
を
覆
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
形
状
で
あ
る
こ
と

　

③
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
の
運
動
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
も
閉
塞
を
維
持
す
る
性

質
を
持
つ
。

し
た
が
っ
て
、
窒
息
さ
せ
る
よ
う
な
食
物
は
、
凝
集
能
、
崩
れ
に
く
さ
、
付
着
性
、

弾
性
な
ど
が
必
要
。
こ
う
し
た
食
物
の
代
表
と
し
て
「
も
ち
」
が
あ
る
。
も
ち
に

よ
る
窒
息
の
機
序
を
説
明
。
も
ち
は
こ
の
３
条
件
を
満
た
す
。
こ
れ
と
ド
ー
ナ
ツ

を
比
較
し
、ド
ー
ナ
ツ
は
条
件
を
満
た
し
得
な
い
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
論
証
す
る
。

「
Ｋ
さ
ん
は
む
せ
た
り
咳
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
体
力
の
低
下
は
見
ら

れ
ず
、
ド
ー
ナ
ツ
は
閉
塞
を
維
持
で
き
な
い
」
と
、
ド
ー
ナ
ツ
の
側
だ
け
で
な
く
、
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も
は
や
起
訴
の
根
拠
と
な
っ
た
、
山
口
さ
ん
が
配
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
が
Ｋ
さ
ん
の
死

因
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
仮
定
自
体
が
あ
り
え
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

気
道
を
構
成
し
て
い
る
部
位
ご
と
の
特
徴
や
機
能

　

そ
れ
ぞ
れ
を
綿
密
に
説
明
し
、
気
道
の
ど
の
部
分
に
お
い
て
も
、
本
件
ド
ー
ナ

ツ
に
よ
る
窒
息
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
。

背
部
叩
打
法
に
つ
い
て

　

根
本
証
人
は
、異
変
発
生
後
に
山
口
さ
ん
が
行
っ
た
背
部
叩
打
法
に
よ
り
、ド
ー

ナ
ツ
片
が
声
門
か
ら
口
腔
内
に
戻
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
背
部
叩
打
法
は
、
背
部
を
強
く
た
た
く
こ
と
で
、
胸
腔
を
変
形
さ
せ
、

胸
腔
内
圧
、
気
道
内
圧
を
高
め
て
空
気
を
押
し
だ
し
、
そ
の
空
気
圧
で
異
物
に
よ

る
気
道
の
閉
塞
を
解
除
す
る
方
法
の
こ
と
。

　

こ
の
や
り
方
は
、
肋
骨
で
お
お
わ
れ
て
い
る
胸
腔
を
わ
ず
か
し
か
変
形
さ
せ
え

な
い
。
Ｋ
さ
ん
が
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
山
口
さ
ん
が
背
中
を
叩
い
た
の

だ
か
ら
、
頭
部
を
低
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
場
合
、
高
い
位
置
に
保
た
れ

た
ま
ま
の
頭
部
の
口
腔
ま
で
異
物
を
押
し
出
す
ほ
ど
の
空
気
圧
と
空
気
量
が
可
能

だ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　
「
背
部
を
強
く
叩
い
た
程
度
で
は
、
空
気
圧
と
空
気
量
が
足
り
ず
、
声
門
か
ら

口
腔
へ
柔
ら
か
い
ド
ー
ナ
ツ
片
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

　

さ
ら
に
、
も
し
背
部
叩
打
法
で
ド
ー
ナ
ツ
が
口
腔
内
ま
で
押
し
出
さ
れ
た
の
な

ら
、
そ
の
時
点
で
Ｋ
さ
ん
は
自
発
呼
吸
を
回
復
し
た
は
ず
。
実
際
は
そ
う
な
ら
な

か
っ
た
。

Ｋ
さ
ん
の
状
態
と
の
関
係
で
も
論
証
。

　
「
口
腔
、
咽
頭
で
の
窒
息
は
、
量
、
変
型
能
、
閉
塞
維
持
の
点
か
ら
不
能
で
す
。

喉
頭
、
声
門
、
気
管
で
の
窒
息
は
、
変
型
能
、
閉
塞
維
持
の
点
か
ら
不
能
に
な
り

ま
す
」

　
「
し
た
が
っ
て
、
本
件
ド
ー
ナ
ツ
は
窒
息
を
生
じ
さ
せ
得
る
異
物
と
は
言
い
難

い
」

　

物
性
の
測
定
（
実
測
）
で
、
嚥
下
困
難
者
用
食
品
の
試
験
方
法
と
同
じ
方
法
で

ド
ー
ナ
ツ
を
測
定
し
た
。

〈
凝
集
性
〉（
食
べ
物
が
崩
れ
な
い
で
一
塊
に
な
っ
て
い
ら
れ
る
性
質
）、〈
付
着

性
〉（
貼
り
付
い
て
し
ま
う
）
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
本
件
ド
ー
ナ
ツ
が
気
道

を
塞
い
で
窒
息
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
実
証
し
た
。

〈
硬
さ
〉
本
件
ド
ー
ナ
ツ
の
硬
さ
は
、
咀
嚼
力
が
衰
え
た
患
者
の
咀
嚼
訓
練
に

使
わ
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
せ
ん
べ
い
、
た
ま
ご
ぼ
ー
ろ
、
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
よ
り
も

柔
ら
か
い
。
本
件
ド
ー
ナ
ツ
を
水
か
牛
乳
に
５
秒
程
度
浸
す
と
、
そ
の
と
き
の

硬
さ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド
の
区
分
で
、
歯
茎
で
つ
ぶ
せ
る
硬

さ
の
上
限
値
と
近
い
値（
Ｋ
さ
ん
は
歯
が
な
く
、入
れ
歯
も
使
用
し
て
い
な
か
っ

た
）

　

こ
れ
ら
は
、
歯
茎
で
食
物
を
Ｋ
さ
ん
が
つ
ぶ
す
こ
と
が
で
き
る
硬
さ
だ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

福
村
氏
の
証
言
は
、
氏
の
高
い
専
門
性
と
豊
富
な
臨
床
例
の
経
験
に
裏
打
ち
さ

れ
た
判
断
に
よ
り
、
抽
象
的
推
論
だ
け
で
な
く
、
Ｋ
さ
ん
の
症
状
、
状
態
や
ド
ー

ナ
ツ
の
実
測
な
ど
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
論
証
に
つ
い
て
、検
察
は
け
っ
き
ょ
く
何
の
反
証
も
で
き
な
か
っ
た
。
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「
異
常
が
な
い
状
態
か
ら
３０
秒
程
度
の
う
ち
に
発
見
さ
れ
、
背
部
を
叩
い
た
の

で
あ
れ
ば
、
呼
吸
中
枢
が
低
酸
素
状
態
に
よ
り
障
害
を
受
け
る
前
で
す
か
ら
、
そ

の
時
点
で
背
部
叩
打
法
に
よ
り
塞
栓
物
質
が
除
か
れ
て
、
窒
息
状
態
が
解
除
さ
れ

た
な
ら
ば
、
自
発
呼
吸
が
再
開
す
る
筈
で
す
」

　
「
口
腔
内
の
ド
ー
ナ
ツ
片
は
、
背
部
叩
打
法
に
よ
り
声
門
か
ら
移
動
し
た
も
の

で
は
な
く
、
単
に
Ｋ
さ
ん
が
意
識
を
失
っ
た
と
き
に
口
腔
内
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。」

窒
息
サ
イ
ン

　

窒
息
サ
イ
ン
と
は
、
窒
息
を
生
じ
た
こ
と
を
他
人
に
知
ら
せ
る
た
め
、
自
分
の

喉
を
親
指
と
人
差
し
指
で
つ
か
む
こ
と
、
窒
息
し
た
も
の
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る

行
動
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
さ
ん
は
、そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
Ｋ
さ
ん
は
、

窒
息
以
外
の
原
因
で
意
識
消
失
に
至
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」。

根
本
医
師
の
８６
症
例
に
つ
い
て

　

患
者
周
辺
に
人
が
い
た
事
例
５４
症
例
中
、
窒
息
サ
イ
ン
を
見
た
の
は
２
症
例
に

す
ぎ
な
い
と
（
根
本
証
人
は
）
言
わ
れ
た
。

根
本
証
言
の
学
術
的
欠
陥

　

デ
ザ
イ
ン
の
欠
陥
。

　

窒
息
の
定
義
か
ら
始
め
、
そ
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
症
例
を
探
す
の
が
通
常
の

や
り
方
だ
が
、
根
本
氏
は
最
初
か
ら
窒
息
と
考
え
た
人
を
集
め
（
そ
う
考
え
た
根

拠
も
ま
た
救
急
隊
員
そ
の
他
か
ら
の
伝
聞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
り
）
他
の
研
究
者
が

追
試
出
来
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。「
検
証
不
能
な
研
究
者
の
主
観
に
す
ぎ
な

い
」

死
因
に
つ
い
て
の
結
論

　

心
肺
停
止
と
な
っ
た
原
因
と
し
て
、
脳
梗
塞
、
致
死
性
不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
急
性
心
疾
患
と
考
え
る
の
が
妥
当
。

〈
文
責
／
今
井
恭
平
〉

最終弁論から抜粋（図の挿入：勝ち取る会）



　特養あずみの里「業務上過失致死」裁
判も、終盤を迎えつつあります。ところ
が検察は、最後の最後になって２度目の
訴因変更というあきれ果てた暴挙に出ま
した。
　４年近くも被告席に座らされてきた准
看護師の山口けさえさんは、多くの医
療・介護福祉関係者の支援に応えて、
「この裁判で勝たなければ、日本の介護
福祉全体がおかしくなってしまう」と、
一人の肩には重すぎる責任感を背負って
頑張っています。
　これまで同じ職場や職責をになう人た
ちなどが、毎回傍聴席を満席にして裁判
の支援をしてきました。検察が論告を予
定している第21回公判（２０１８年１０
月１日）を前に、支援者が集まって感想
や率直な意見を述べあいました。

支
援
者
座
談
会

 
 

 

特
養
を
何
一つ
理
解
せ
ず
、

何
か
あ
る
と

罪
に
問
わ
れ
る
の
で
は
、

介
護
の
仕
事
を
す
る
人
が

い
な
く
な
る
。

司会・構成：今井恭平
参加者：Ａさん（看護師）
　　　　Ｂさん（介護福祉士）
　　　　Ｃさん（看護師）
　　　　Ｄさん（介護福祉士）
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検
察
官
っ
て
あ
ん
な
も
の
な
の
？

Ｃ　

私
は
、
山
口
さ
ん
と
は
１０
数
年
来
の
友
人
で
、
同
じ

職
場
で
苦
楽
を
と
も
に
し
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、

い
つ
も
頑
張
り
屋
で
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
彼
女
が
、
被
告

に
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ

ん
。

　

山
口
さ
ん
が
法
廷
に
立
っ
た
時
に
傍
聴
し
ま
し
た
が
、

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
検
察
官
っ
て
、
あ
ん
な
威
圧
的
な

物
言
い
や
、
誘
導
尋
問
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
？
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
も
一
種
の
策
略
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
つ
つ
も
、
聞
い
て
い
て
も
や
も
や
と
し
て
、
と

て
も
腹
が
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
核
心
に
ふ
れ
る
質
問
に
入
る
前
に
、
名
前
と
か

経
歴
と
か
形
式
的
な
確
認
が
長
々
続
い
て
、
肝
心
な
部
分

に
入
る
ま
で
に
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か
か
る
の
も
、
聞
い
て

い
て
辛
か
っ
た
で
す
。

Ａ　
（
そ
の
時
の
公
判
検
事
の
）
前
の
検
察
官
は
、
少
し

違
っ
た
感
じ
で
し
た
ね
。
検
察
官
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
よ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
裁
判
の
傍
聴
は
初
め
て
な
の

で
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
だ
と
、
検
察
官
が
事
件
現
場
に
行
っ
て

捜
査
し
た
り
し
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
は
検
察
官
は
一
度
も
姿
を
見
せ
ず
、
現
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場
で
の
聞
き
取
り
な
ど
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
場
さ
え
見
な
い
で
、
山
口
さ
ん
と
利
用
者
さ
ん
た
ち

と
が
、
ど
ん
な
場
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
接
し
て
い
て
、
ど

の
よ
う
に
異
変
が
起
き
た
の
か
、
山
口
さ
ん
が
１７
名
の
利

用
者
さ
ん
た
ち
の
全
体
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
何
を
具

体
的
に
ど
う
注
意
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
、
理
解
で
き
る

筈
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
い
て
、
今
回
、
ま
た
訴
因
変
更
を
申
し
立
て
て

い
る
の
は
、
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
総
合
病
院
で
２０
年
近
く
看
護
師
と
し

て
勤
務
後
、
特
養
あ
ず
み
の
里
で
１０
年
の
経
験
を
も

つ
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
異
変
の
際
も
、
Ｋ
さ
ん
が
自
室

に
運
ば
れ
た
直
後
か
ら
山
口
さ
ん
ら
と
一
緒
に
、
応

急
処
置
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
の
対
処
に
当
た
り
ま
し

た
。
実
際
に
起
き
た
こ
と
を
直
接
体
験
し
て
い
る
だ

け
に
、
検
察
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
抽
象
的
な
空
想
で
構

築
さ
れ
た
絵
空
事
で
あ
る
こ
と
が
余
計
腹
立
た
し
く

実
感
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。　

　

検
察
だ
け
で
な
く
、
警
察
の
現
場
検
証
も
、
山
口

さ
ん
と
Ｋ
さ
ん
の
い
た
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
位
置
関

係
な
ど
を
調
べ
て
写
真
撮
影
し
た
だ
け
で
、
食
堂
全

体
や
他
の
利
用
者
さ
ん
と
の
位
置
関
係
や
動
線
、
ど

の
よ
う
な
介
護
の
必
要
な
方
が
、
ど
の
位
置
に
い
た

の
か
、
そ
の
中
で
山
口
さ
ん
と
Ｄ
介
護
士
が
ど
の
よ

う
に
配
食
と
食
事
介
助
を
分
担
し
て
行
っ
て
い
た
の

か
な
ど
、
業
務
の
肝
要
な
部
分
は
ま
っ
た
く
眼
中
に

も
な
い
、
杜
撰
な
捜
査
に
終
始
し
ま
し
た
。

証
言
内
容
よ
り
人
格
攻
撃
が
目
的
？

Ｄ　

私
は
ま
る
一
日
、
午
前
と
午
後
を
費
や
し
て
検
察
、

弁
護
側
双
方
の
証
人
と
し
て
法
廷
に
立
ち
ま
し
た
。
生
ま

れ
て
初
め
て
の
経
験
で
す
し
、
正
直
い
っ
て
き
つ
か
っ
た

で
す
。
た
し
か
に
検
察
官
の
質
問
は
威
圧
的
な
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
、
質
問
の
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
、
あ

り
の
ま
ま
を
答
え
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
精
一
杯

で
し
た
の
で
、
威
圧
的
な
言
い
方
を
気
に
し
て
い
る
余
裕

も
な
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
聞
き
出
そ
う
と
い

う
質
問
が
あ
ま
り
な
く
て
、
む
し
ろ
仮
定
の
話
を
持
ち
出

し
た
り
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
こ
う
だ
っ
た
の
か
」

と
い
う
率
直
な
質
問
で
は
な
く
、「
か
り
に
あ
の
時
こ
う

し
て
い
た
ら
、
ど
う
だ
っ
た
？
」
み
た
い
な
聞
き
方
で
す

ね
。言
い
替
え
る
と
、相
手
が
答
え
る
前
か
ら
相
手
を
疑
っ

て
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
答
か
ら
事
実
を
見
つ
け
よ

う
と
い
う
よ
り
、
答
が
疑
わ
し
い
も
の
だ
、
と
印
象
づ
け

た
い
と
い
う
質
問
な
の
か
な
、
と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
聞
き
方
で
す
。

　

私
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
配
膳
し
た
の
か
、
当
時
の

記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
話
す
つ
も
り
で

準
備
を
整
え
て
い
っ
た
の
に
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り

聞
か
な
い
で
、「
弁
護
士
と
の
打
合
せ
は
何
度
も
や
っ
た

の
に
、
検
察
官
と
の
事
前
打
合
せ
は
断
っ
た
で
し
ょ
う
」

と
か
「
弁
護
士
の
荷
物
を
持
っ
た
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
、

ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
こ
と
を
意
味
あ
り
げ
に
聞
い
て
き

ま
し
た
。
事
実
に
関
す
る
こ
と
は
、
弁
護
人
が
き
ち
ん
と

質
問
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
法
廷
で
明
ら
か
に
す
る
機

会
す
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
証
人
と
な
っ
た
あ
ず
み
の

里
の
他
の
職
員
に
対
す
る
質
問
で
も
、
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
で
行
わ
れ
た
「
無
実
を
勝
ち
取
る
会
」
の
支
援
集

会
（
２
０
１
８
年
５
月
２０
日
）
に
参
加
し
た
だ
ろ
う
、

と
か
そ
こ
で
山
口
さ
ん
は
無
実
だ
と
い
う
意
味
の
発

言
を
し
た
だ
ろ
う
、
な
ど
と
法
廷
で
質
問
さ
れ
ま
し

た
。
証
人
が
山
口
さ
ん
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
は
何

ら
隠
す
必
要
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
検
察
官
は
ま
る

で
そ
れ
が
悪
い
こ
と
で
あ
り
、
証
人
に
は
バ
イ
ア
ス

が
あ
る
か
ら
信
用
で
き
な
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
印

象
を
与
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
集

会
参
加
や
発
言
の
自
由
は
憲
法
で
守
ら
れ
た
重
要
な
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人
権
。
そ
れ
を
攻
撃
す
る
ほ
う
が
お
か
し
い
と
思
う

の
で
す
が
。　

Ａ　

Ｄ
さ
ん
に
対
す
る
、
検
察
官
か
ら
の
事
前
打
合
せ
の

呼
び
出
し
は
し
つ
こ
か
っ
た
で
す
ね
。
私
も
事
前
に
打
合

せ
し
た
い
と
何
度
か
い
わ
れ
ま
し
た
が
、「
介
護
の
現
場

は
限
ら
れ
た
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

そ
の
忙
し
い
場
か
ら
数
分
で
も
離
れ
る
の
が
ど
う
い
う
こ

と
か
分
か
り
ま
す
か
」
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
以
上
は
い
っ

て
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。

Ｂ　

私
は
、
Ｄ
さ
ん
の
後
、
午
後
半
日
の
証
人
尋
問
で
し

た
。
み
ん
な
裁
判
は
初
め
て
の
経
験
で
す
か
ら
緊
張
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
若
い
Ｄ
さ
ん
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
だ
っ

た
の
は
気
の
毒
で
し
た
。

　

私
も
検
察
官
の
質
問
を
一
言
一
句
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ

う
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
た
し
か
に
検
察
官
は
人
を
小

馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
発
言
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
す
が
、

そ
れ
を
気
に
す
る
よ
り
も
、
質
問
に
的
確
に
答
え
よ
う
と

神
経
を
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
最
後
は
さ
す
が
に
少

し
い
ら
つ
き
ま
し
た
ね
。
後
で
弁
護
士
の
先
生
に
、
Ｂ
さ

ん
、あ
そ
こ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
辛
抱
し
て
欲
し
か
っ
た
ね
、

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
。（
笑
）

　

注
視
義
務
違
反
っ
て
、
何
だ
っ
た
の
か
？

　

山
口
さ
ん
が
「
怠
っ
た
」
と
さ
れ
る
職
務
上
の
義

務
は
、「
食
事
中
の
利
用
者
さ
ん
の
注
視
義
務
」と「
お

や
つ
形
態
確
認
義
務
」
の
２
つ
だ
っ
た
と
検
察
は
主

張
し
て
い
ま
す
。
抽
象
的
で
頭
の
中
だ
け
で
組
み
立

て
た
論
理
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
逆
に
介
護
現
場
の
実

際
か
ら
見
た
時
、
本
当
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

Ｄ　

ま
ず
、
介
護
は
一
人
ひ
と
り
の
介
助
者
が
ば
ら
ば
ら

で
は
な
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
や
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
あ

の
時
も
私
と
山
口
さ
ん
が
連
係
プ
レ
ー
で
１７
名
の
利
用
者

さ
ん
た
ち
の
全
体
に
気
を
配
り
つ
つ
、
個
別
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
そ
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
て

目
配
り
し
て
い
た
の
で
す
。

Ｂ　

で
す
か
ら
、
１７
人
の
う
ち
の
Ｋ
さ
ん
一
人
を
見
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
と
い
う
検
察
の
見
方
が
そ
も
そ
も
変
と
い

う
か
、
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　

注
視
と
い
う
の
だ
っ
て
、
私
た
ち
は
多
く
の
利
用
者
さ

ん
た
ち
を
同
時
に
見
守
る
に
は
五
感
を
す
べ
て
使
っ
て
い

る
ん
で
す
。
た
ま
た
ま
Ｋ
さ
ん
に
背
中
を
向
け
た
か
ど
う

か
で
は
な
く
、
も
し
も
窒
息
で
あ
っ
た
ら
、
む
せ
た
り
、

咳
き
込
ん
だ
り
、
す
ぐ
そ
ば
に
い
た
山
口
さ
ん
が
気
づ
か

な
い
ほ
う
が
お
か
し
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

Ｄ　

そ
う
し
て
最
善
を
尽
く
し
て
も
防
ぎ
よ
う
の
な
い
事

態
と
い
う
の
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
山
口
さ
ん
一
人
が
責

任
を
問
わ
れ
る
の
は
理
屈
に
あ
い
ま
せ
ん
。

お
や
つ
の
形
態
確
認
義
務
な
ん
て
、
あ
っ
た
の
か
？

　

検
察
は
、
Ｋ
さ
ん
に
嚥
下
障
害
が
あ
っ
た
と
い
う

前
提
で
、
お
や
つ
の
形
態
を
確
認
せ
ず
、
Ｋ
さ
ん
に

「
ま
ん
ぜ
ん
と
」（
ゼ
リ
ー
で
は
な
く
）
ド
ー
ナ
ツ
を

配
膳
し
た
こ
と
が
職
務
上
の
注
意
義
務
に
違
反
す
る

と
い
う
の
で
す
が
？

Ｄ　

形
態
確
認
義
務
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
ら
、
む
し
ろ

そ
の
責
任
は
私
の
ほ
う
に
あ
る
筈
で
す
。　

し
か
し
、
Ｋ

さ
ん
に
嚥
下
障
害
が
あ
っ
た
、
と
か
ド
ー
ナ
ツ
で
は
な
く

ゼ
リ
ー
な
ら
安
全
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
前
提
が
そ
も
そ
も

間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
裁
判
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

林
検
事
（
公
判
検
事
）
は
Ｋ
さ
ん
に
は
歯
が
な
い
か
ら
、

嚥
下
障
害
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
な
ど
と
私
の
尋
問
で
聞

い
て
き
ま
し
た
。
検
察
官
は
、
咀
嚼
と
嚥
下
の
違
い
さ
え
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分
か
っ
て
い
な
い
の
か
、
と
唖
然
と
し
ま
し
た
。
だ
か
ら

あ
ん
な
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
質
問
が
で
き
る
の
で
す
。

Ｂ　
お
や
つ
は
「
お
楽
し
み
」
な
の
で
す
か
ら
、
ド
ー
ナ
ツ

と
ゼ
リ
ー
と
分
け
て
い
て
も
、
隣
の
人
に
自
分
の
お
や
つ
を

あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
と
い
う
お
お
ら
か
な
楽
し
み
方

だ
っ
て
許
さ
れ
る
の
で
す
。
別
に
家
族
か
ら
の
差
し
入
れ
の

お
や
つ
を
禁
止
し
た
り
し
て
い
る
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
糖
尿
病
や
血
圧
な
ど
、
間
違
え
て
は
い
け
な
い

人
は
、
絶
対
に
間
違
え
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
を
き
ち
ん

と
や
っ
た
上
で
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
安
ら
ぎ
を
感
じ

て
い
た
だ
い
た
り
、
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
た
だ
く
、
そ
れ
が
お
や
つ
な
ん
で
す
か
ら
。

特
養
は
家
庭
の
延
長

　

咀
嚼
と
嚥
下
の
区
別
に
す
ら
無
頓
着
、
お
や
つ
と

三
度
の
食
事
と
の
違
い
も
理
解
せ
ず
、
お
や
つ
に
食

札
が
な
か
っ
た
こ
と
が
間
違
い
な
ど
と
主
張
す
る
。

こ
う
い
う
一
連
の
事
実
は
、
介
護
の
現
場
で
何
が
求

め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
看
護
、
介
護
が
連
携
し
な
が

ら
限
ら
れ
た
人
員
で
ど
う
チ
ー
ム
と
し
て
働
い
て
い

る
の
か
な
ど
を
、
ま
っ
た
く
理
解
し
よ
う
と
も
し
な

い
ま
ま
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
、
彼
ら
が
勝
手

に
思
い
描
い
た
医
療
現
場
（
病
院
）
と
同
一
視
し
、

断
罪
す
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
検
察
の
基
本
姿
勢
が
、
福
祉
の
現
場
に

刑
事
司
法
の
物
差
し
を
乱
暴
に
持
ち
込
ん
で
、
一
看

護
職
員
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
仕
立
て
上
げ
る
と
い

う
無
理
な
起
訴
、
裁
判
の
背
景
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

第
１９
回
公
判
（
２
０
１
８
年
７
月
２
日
）
で
、
川

嶋
み
ど
り
証
人（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
名
誉
教
授
）

は
特
養
と
病
院
と
の
違
い
を
、
次
の
よ
う
に
明
確
に

証
言
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
起
訴
の
前
提
自
体
の

誤
り
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
　
「
一
言
で
は
、
病
院
は
、
治
療
を
す
る
場
で
す
。

特
養
は
、
高
齢
で
、
ご
自
分
の
起
居
動
作
が
で
き
な

く
な
っ
た
方
に
、
介
護
を
専
門
的
に
提
供
す
る
場
で

す
。（
し
た
が
っ
て
）
特
養
は
、
高
齢
者
の
方
た
ち

を
家
庭
の
延
長
と
し
て
面
倒
を
見
る
、
つ
ま
り
病
院

は
暮
ら
し
を
犠
牲
に
す
る
ん
で
す
が
、
特
養
の
場
合

に
は
、
暮
ら
し
全
般
を
特
養
に
持
ち
込
ん
で
き
て
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
に
非
常
に
近
い
形
で
、
日
々
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
根
底
に
あ
る
。
病
院
の
よ

う
に
在
院
日
数
が
限
ら
れ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
い

わ
ば
終
の
棲
家
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
長
期
に
わ

た
っ
て
暮
ら
し
全
体
を
整
え
、
で
き
る
だ
け
、
そ
の

人
の
生
活
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
（
病
院
と
）
違
い
ま
す
」

Ｄ　

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
か
ら
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
川
嶋

先
生
の
証
言
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
利
用
者
さ
ん
ご
本
人
の

意
志
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
て
支
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
の
裁
判
で
有
罪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
何
か
事
故
で

も
起
き
た
ら
処
罰
さ
れ
る
か
ら
と
、
が
ち
が
ち
の
管
理
が

優
先
さ
れ
、
利
用
者
さ
ん
の
意
向
は
無
視
さ
れ
て
牢
獄
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
く
な
り
ま
す
。

Ｃ　

私
は
病
院
で
し
か
働
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、

治
療
中
の
患
者
さ
ん
の
食
事
は
決
め
ら
れ
た
も
の
以
外
は

家
族
の
差
し
入
れ
も
認
め
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

で
も
、特
養
は
ア
ン
パ
ン
が
食
べ
た
い
と
お
っ
し
ゃ
れ
ば
、

危
な
い
か
ら
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
な
ん
と
か
お
い
し

く
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ど
う
工
夫
す
る
か
を
考
え

る
。
生
活
の
場
と
治
療
の
場
は
こ
ん
な
に
大
き
く
違
う
。

Ｂ　

特
養
を
自
宅
、
終
の
棲
家
と
考
え
て
生
活
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
自
分
で
立
つ
こ
と
が
難
し

い
方
で
も
、
た
ん
に
危
な
い
か
ら
と
外
出
を
止
め
る
の
で

は
な
く
、「
立
っ
て
み
る
？
」
と
支
え
て
あ
げ
た
り
、「
今

日
は
天
気
良
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
み
る
？
」
と

散
歩
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
プ
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ラ
ン
に
沿
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
臨
機
応
変
に
工
夫
し
て
や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
特
養
と
、
あ
く
ま
で
治
療
優
先
の
病
院
の
違
い

は
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

鎌
倉
や
よ
い
さ
ん
（
２
０
１
８
年
３
月
５
日
第
１４
回

公
判
で
検
察
側
証
人
と
し
て
証
言
し
た
看
護
学
専
門
家
）

の
意
見
書
を
見
て
一
番
違
和
感
を
感
じ
た
の
は
、
そ
う
し

た
特
養
の
現
場
を
ま
っ
た
く
ご
存
知
な
い
と
い
う
こ
と
。

私
も
特
養
に
来
る
前
は
病
院
に
長
く
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
病
院
で
は
す
べ
て
医
師
が
決
定
し
ま
す
し
、
そ
の
判

断
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
当
然
で
す
が
、

特
養
で
は
で
き
る
だ
け
自
宅
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
必
要
な
治
療
な
ど
も

行
う
。
で
す
か
ら
日
常
を
主
に
支
え
て
い
る
の
は
、
介
護

士
が
中
心
に
な
り
ま
す
し
、
病
院
と
は
ま
っ
た
く
違
う
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
の
現
場
を
知
ら
ず
に
、
的
外

れ
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、川
嶋
先
生
の
話
を
聞
い
て
、自
分
た
ち
が
や
っ

て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
、
と
確
信
が
も
て
て
、

涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、
同
僚
で
あ
り
、
支
援
者
で
あ
る
み

な
さ
ん
の
対
談
に
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
一
言
、
こ
の
対
談
と
裁
判
を
た
た
か
っ
て
き

た
感
想
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

山
口　

現
場
を
知
ら
な
い
人
た
ち
が
、
お
や
つ
の
形
態
が

変
わ
っ
た
こ
と
を
山
口
は
知
っ
て
い
た
筈
、
と
か
知
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
決
め
つ
け
て
し
ま
い
、
そ

う
し
た
思
い
込
み
の
前
提
で
追
及
し
て
く
る
警
察
や
検
察

に
対
し
て
、
私
も
非
力
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、（
警

察
や
検
察
の
取
り
調
べ
で
は
）
い
く
ら
事
実
を
伝
え
よ
う

と
し
て
も
、
い
っ
た
こ
と
が
す
べ
て
意
味
や
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
変
え
て
、
い
つ
の
ま
に
か
向
こ
う
が
作
っ
た
ス
ト
ー

リ
ー
に
あ
わ
せ
て
違
う
も
の
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

Ｋ
さ
ん
に
は
、
食
事
を
早
く
か
き
込
ん
で
し
ま
う
癖
が

あ
っ
た
と
か
、
む
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
か
そ
れ
ぞ
れ

は
間
違
い
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
が
嚥
下
障
害
が
あ
っ

た
ん
だ
、
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
て
、
お
や
つ
の
形
態
を
確

認
せ
ず
に
配
っ
た
、
あ
る
い
は
食
事
全
介
助
の
方
の
介
助

を
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
に
「
気
を
取
ら
れ
て
」
Ｋ
さ

ん
を
見
守
る
義
務
を
放
棄
し
た
な
ど
と
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、

認
め
ろ
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
本
当
に
苦
痛
で
し
た
。

　

入
所
者
さ
ん
が
、
ア
ン
パ
ン
が
食
べ
た
い
と
い
え
ば
、

介
護
士
の
方
た
ち
は
、
な
ん
と
か
工
夫
し
て
あ
げ
て
、
人

間
ら
し
く
、
そ
の
人
ら
し
く
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
考
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
特
養
で
の
日
々
の
現
状
を
何
一
つ
理
解
し
な

い
ま
ま
起
訴
し
、
何
か
あ
る
と
罪
に
問
わ
れ
る
な
ん
て
こ

と
に
な
る
と
、
誰
も
介
護
の
仕
事
に
つ
き
、
老
後
を
見
て

く
れ
る
人
が
い
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
施
設
の
ほ
う

も
、「
こ
う
い
う
人
は
面
倒
見
れ
ま
せ
ん
」
と
線
引
き
す

る
よ
う
な
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
９０
歳
の
人
を
６０

～
７０
歳
の
人
が
介
護
し
て
共
倒
れ
に
な
る
よ
う
な
事
態
が

増
え
て
し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

裁
判
を
通
じ
て
専
門
家
の
証
言
や
弁
護
団
の
努
力
、
そ

し
て
毎
回
傍
聴
に
来
て
下
さ
る
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
応
援

で
、
こ
う
し
た
本
当
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
い
ま
は
そ
れ
を
裁
判
所
が
正
し
く
き
ち
ん
と

判
断
し
て
下
さ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

２
０
１
８
年
８
月
３
日)
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誰
も
が
声
を
失
っ
た
、
求
刑
通
り
の
判
決

　

裁
判
長
は
、
山
口
け
さ
え
さ
ん
を
証
言
台
の
前
に
立

た
せ
、
判
決
主
文
を
読
み
上
げ
る
。

　
「
被
告
人
を
、
罰
金
２０
万
円
に
処
す
る
」

｜

　
「
無
罪
」
の
一
言
し
か
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
耳
に
、

裁
判
長
の
言
葉
は
ま
る
で
外
国
語
を
聞
い
た
よ
う
に
響

き
、
有
罪
・
不
当
判
決
だ
と
呑
み
込
む
の
に
、
一
瞬
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た
。

　

罰
金
２０
万
円
と
は
、
検
察
の
求
刑
通
り
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
の
後
、
判
決
内
容
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
と
う

て
い
納
得
し
か
ね
る
、
と
ん
で
も
な
い
判
決
だ
と
分

か
っ
て
く
る
。

処
罰
さ
れ
た
く
な
け
れ
ば
、

介
護
を
や
め
ろ
と
い
う
の
か
？

予
想
さ
え
で
き
な
か
っ
た
、
一
審
（
長
野
地
裁
松
本
支
部
）
不
当
判
決　
　

  

今
井 

恭
平

　

２
０
１
９
年
３
月
２５
日
午
後
１
時
２０

分
。
野
澤
晃
一
裁
判
長
を
先
頭
に
、
３

名
の
裁
判
官
が
入
廷
。
し
か
し
今
日

は
、
直
ち
に
開
廷
を
宣
す
る
こ
と
な
く
、

報
道
用
の
写
真
撮
影
の
た
め
、
椅
子

に
座
っ
た
ま
ま
沈
黙
の
２
分
間
が
つ
づ

く
。
ふ
だ
ん
以
上
の
張
り
つ
め
た
空
気

が
法
廷
に
充
満
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
４
月
の
第
１
回
か
ら
数

え
て
２３
回
、ほ
ぼ
４
年
を
費
や
し
た
「
あ

ず
み
の
里
業
務
上
過
失
致
死
事
件
裁

判
」
が
、
判
決
を
迎
え
た
。

　

主
文
の
後
、
判
決
理
由
を
読
み
上
げ
る
裁
判
長
の
声

は
、
終
始
ぼ
そ
ぼ
そ
と
不
明
瞭
な
上
に
、
恐
ろ
し
く
早

口
で
８
割
方
は
聞
き
取
れ
な
い
。

　

だ
が
、
判
決
の
骨
子
が
次
の
３
点
に
あ
る
ら
し
い
こ

と
だ
け
は
分
か
る
。

①
Ｋ
さ
ん
の
死
因
が
、
お
や
つ
の
ド
ー
ナ
ツ
を
誤
嚥
し

た
こ
と
に
よ
る
窒
息
死
だ
と
認
定
し
た
こ
と
。

②
Ｋ
さ
ん
が
食
事
し
て
い
る
間
、
終
始
そ
の
動
静
を
見

守
り
、誤
嚥
な
ど
を
防
ぐ
「
注
視
義
務
」
に
つ
い
て
は
、

そ
う
し
た
義
務
違
反
は
な
か
っ
た
と
し
て
検
察
の
主
張

を
退
け
た
こ
と
。

③
し
か
し
、
追
加
の
訴
因
（
予
備
的
訴
因
）
と
し
て
後

か
ら
請
求
さ
れ
た
「
お
や
つ
の
形
態
確
認
義
務
違
反
」
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（
Ｋ
さ
ん
の
お
や
つ
は
、
ド
ー
ナ
ツ
で
は
な
く
ゼ
リ
ー

で
あ
る
こ
と
を
事
前
に
確
認
し
な
か
っ
た
）
は
こ
れ
を

認
め
、
主
文
の
通
り
有
罪
と
し
た
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
認
定
が
い
か
に
不
合
理
で
あ
る
か
、
介
護

の
現
場
や
現
実
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
、
論
理
的
に
も

直
感
的
に
も
了
解
で
き
る
。
裁
判
官
が
、
そ
れ
ら
に
無

知
な
だ
け
な
ら
、
ま
だ
ま
し
で
あ
る
。
彼
ら
が
素
人
だ

か
ら
こ
そ
、
何
人
も
の
専
門
家
や
関
係
者
を
証
人
と
し

て
呼
ん
で
い
る
の
だ
。
裁
判
を
通
じ
て
謙
虚
に
学
び
、

客
観
的
事
実
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
究
明
す
れ
ば
良
い
。

た
ち
が
悪
い
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
も
っ
た
先
入
観
や
想

定
に
現
実
の
方
を
無
理
矢
理
あ
わ
せ
、
安
易
な
ご
ま
か

し
に
流
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
。

検
察
側
証
人
の
意
見
を
丸
呑
み（
死
因
論
）

　

死
因
が
窒
息
か
否
か
は
、
純
粋
に
医
学
的
事
実
を
め

ぐ
る
問
題
で
あ
り
、
あ
れ
こ
れ
の
解
釈
の
問
題
で
は
な

い
。
弁
護
団
は
、
死
因
が
窒
息
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
数
々
の
事
実
を
指
摘
し
、
ま
た
Ｋ
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
後
の
Ｃ
Ｔ
検
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
心
疾
患
あ
る

い
は
脳
梗
塞
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
立
証
し
た
。
検

察
は
、
こ
れ
に
対
し
医
学
的
に
反
論
し
た
上
で
、
窒
息

死
で
あ
る
こ
と
を
合
理
的
疑
い
を
超
え
て
立
証
し
え
て

め
さ
せ
、
山
口
さ
ん
が
業
務
上
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た

と
い
う
前
提
を
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
裁

判
所
は
そ
の
検
察
の
意
図
に
や
す
や
す
と
与
し
、
窒
息

死
と
い
う
結
果
あ
り
き
の
認
定
の
た
め
に
、
検
察
側
証

人
の
証
言
を
、
よ
く
吟
味
も
し
な
い
ま
ま
あ
わ
て
て
詰

め
込
み
、
誤
嚥
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
る
か
？

｜
裁
判
所
は
、
そ
の
こ
と
を
判
断
す
べ
き

な
の
に
、
判
決
は
た
ん
に
、
ド
ー
ナ
ツ
を
食
べ
た
直
後

に
呼
吸
停
止
し
、
末
梢
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
生
じ
た
な
ど
の

経
緯
を
こ
ま
ご
ま
と
述
べ
る
だ
け
で
「
窒
息
と
整
合
す

る
事
実
経
過
が
あ
る
」
と
し
て
、
窒
息
死
を
認
定
す
る

と
い
う
ご
ま
か
し
を
行
っ
て
い
る
。
食
べ
た
後
に
呼
吸

停
止
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
食
べ
た
こ
と
と
呼
吸
停
止

に
因
果
関
係
が
あ
る
と
証
明
し
た
こ
と
に
な
り
は
し
な

い
の
は
、
子
ど
も
で
も
分
か
る
。

　

判
決
は
、他
の
論
点
で
も
、ほ
と
ん
ど
根
本
医
師
（
検

察
側
証
人
）
の
言
説
に
お
ぶ
さ
っ
て
論
述
し
て
お
り
、

窒
息
死
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
緻
密
に
論
証
し
た
福

本
医
師
へ
の
反
論
を
回
避
し
て
い
る
。

　

窒
息
サ
イ
ン
が
な
い
こ
と
や
、
意
識
喪
失
ま
で
の
時

間
が
短
か
す
ぎ
る
こ
と
、
む
せ
た
り
苦
し
ん
だ
兆
候
が

な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
「
高
齢
者
な
ら
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
り
う
る
」
の
一
言
で
片
付
け
て
い
る
な
ど
、
こ

の
裁
判
官
が
、
事
実
認
定
は
証
拠
に
も
と
づ
く
べ
き
こ

と
（
刑
事
訴
訟
法
３
１
７
条
）
に
い
か
に
無
頓
着
で
あ

る
か
を
露
見
さ
せ
て
い
る
。

　

窒
息
死
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
本
件
が
刑
事
事

件
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
の
必
須
の
前
提
条
件
だ
か

ら
、
検
察
は
ど
う
あ
が
い
て
で
も
こ
れ
を
裁
判
所
に
認

300名を超える傍聴希望者、報道陣が裁判所を囲んだ。判決への関心の高さが伺われる。
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い
ず
れ
も
成
り
立
た
な
い
、

２
つ
の
「
注
意
義
務
違
反
」

　

検
察
は
当
初
、「
注
視
義
務
違
反
」
の
み
を
「
罪
と

な
る
べ
き
事
実
」
と
し
て
公
判
請
求
し
て
い
た
が
、

２
０
１
６
年
９
月
（
第
５
回
公
判
）
で
、
訴
因
変
更
を

請
求
。「
お
や
つ
形
態
確
認
義
務
違
反
」
を
予
備
的
訴

因
と
し
て
付
け
加
え
た
。

　

判
決
で
は
「
注
視
義
務
違
反
」
は
な
か
っ
た
と
し
た
。

そ
の
結
論
だ
け
は
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を

認
め
る
の
な
ら
、「
お
や
つ
形
態
確
認
義
務
」
も
同
様

に
義
務
違
反
に
問
え
な
い
は
ず
で
、
明
ら
か
な
論
理
矛

盾
が
あ
る
。

　

義
務
違
反
に
問
う
た
め
に
は
、
ま
ず
予
見
可
能
性
を

立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
予
見
が
不
可
能
な
危
険
を
回

避
す
る
義
務
が
生
じ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら

だ
。

　

と
こ
ろ
で
、そ
も
そ
も
Ｋ
さ
ん
に
は
「
狭
義
の
嚥
下
・

摂
食
障
害
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
検
察
側
の

専
門
家
も
含
め
て
す
べ
て
の
証
人
が
認
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
判
決
も
ま
た
、
Ｋ
さ
ん
が
入
所
以
来
ド
ー
ナ
ツ

も
含
め
て
間
食
の
際
に
何
ら
の
問
題
も
な
か
っ
た
事
実

を
認
め
た
上
で
「
被
害
者
に
嚥
下
障
害
は
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
…
本
件
当
時
、
窒
息
の
危
険
が
高
か
っ
た
と
ま

で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」と
明
確
に
判
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
で
ど
う
し
て
、
窒
息
す
る
こ
と
を
予
見
し
ろ
と

い
え
る
の
か
？

　
「
注
視
義
務
」
だ
け
で
な
く
、
お
や
つ
形
態
確
認
も

ま
た
、
窒
息
の
危
険
が
予
見
で
き
な
い
以
上
、
義
務
と

し
て
存
在
し
な
い
は
ず
だ
。
ド
ー
ナ
ツ
を
食
べ
た
ら
窒

息
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、

ド
ー
ナ
ツ
か
ゼ
リ
ー
か
を
確
認
せ
ず
に
配
食
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
Ｋ
さ
ん
の
お
や
つ
を
ゼ
リ
ー
系
に
変
更
す

る
と
い
う
、一
週
間
前
の
Ｃ
チ
ー
ム
会
議
で
の
決
定
は
、

嚥
下
ト
ラ
ブ
ル
対
策
で
は
な
く
、
嘔
吐
や
食
べ
過
ぎ
に

対
す
る
対
策
だ
っ
た
こ
と
が
、
公
判
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
判
決
は
、
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
さ

れ
て
い
る
こ
の
事
実
さ
え
ね
じ
曲
げ
る
。

　
「
間
食
の
形
態
変
更
は
、
嘔
吐
へ
の
対
応
が
そ
の
理

由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
窒
息
な
ど
の
危
険
へ

の
対
応
も
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
」

　

裁
判
官
の
勝
手
な
憶
測
で
事
実
を
気
ま
ま
に
変
更
さ

れ
て
は
、
裁
判
は
茶
番
に
す
ぎ
な
い
。

支援者の拍手を背に、法廷に入る弁護団。

まさかの有罪判決。言葉にならない抗議の声があたりを包んだ。
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広
が
る
問
題
意
識
と
共
感

　
「
判
決
を
聞
い
て
、
一
瞬
自
分
も
介
護
を
辞
め
た
い

と
思
っ
た
」

　
「
ま
す
ま
す
介
護
職
の
な
り
手
が
い
な
く
な
る
の
で

は
…
」

　
「
リ
ス
ク
の
高
い
利
用
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
、
特

養
が
セ
ー
ブ
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
ら
な
い
か
」

　
「
判
決
後
、
す
で
に
お
や
つ
を
廃
止
し
た
施
設
も
あ

る
」

　
「
こ
れ
で
は
、
処
罰
さ
れ
た
く
な
け
れ
ば
介
護
を
や

め
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
に
等
し
い
」

  

判
決
直
後
か
ら
の
反
響
は
、
お
そ
ら
く
裁
判
所
も
検

察
も
予
想
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ほ
ど
大
き
な
も
の
だ
っ

た
。

　

判
決
が
有
罪
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
も
、
判
決
に
批
判
的
な
も
の
が
目
に
つ

い
た
。

　
「
福
祉
現
場
の
課
題
お
ざ
な
り
」（
信
濃
毎
日
）「
個

人
へ
の
刑
事
罰　

異
例
」（
毎
日
新
聞
）
な
ど
、
福
祉

現
場
の
現
実
を
無
視
し
、
事
故
が
お
き
れ
ば
誰
か
個
人

を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
し
て
す
ま
せ
る
こ
と
へ
の
疑
問

が
、多
く
の
人
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

　

時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
事
件
や

問
題
で
は
な
く
、
介
護
・
福
祉
現
場
の
か
か
え
て
い
る

深
刻
な
困
難
さ
が
露
呈
し
た
事
件
と
し
て
、
全
国
紙
か

ら
の
取
材
は
む
し
ろ
判
決
直
後
よ
り
も
増
え
て
い
る
と

い
う
。

　

山
口
け
さ
え
さ
ん
と
い
う
一
人
の
准
看
護
師
に
罪
が

あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
一
人
の
入
所
者
に
不
幸
な

事
故
が
お
き
た
と
き
、
た
ま
た
ま
一
番
近
く
に
座
っ
て

い
た
と
い
う
罪
し
か
な
い
。
ほ
か
の
誰
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
だ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
。

　

お
そ
ら
く
多
く
の
福
祉
施
設
で
も
、
た
ん
に
後
ろ
向

き
に
「
事
故
に
お
び
え
る
」
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も

終
の
棲
家
と
し
て
安
心
し
て
す
ご
せ
る
施
設
を
め
ざ
し

て
、
日
々
改
善
に
全
力
を
投
じ
て
い
る
。

　

あ
ず
み
の
里
で
も
、
Ｋ
さ
ん
の
不
幸
な
事
故
の
教
訓

を
ど
う
汲
み
取
る
か
、
真
剣
な
「
振
り
返
り
」
も
積
み

重
ね
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
さ
え
、
刑
事
裁
判
で

は
「
窒
息
死
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
」「
あ
の
と
き
、

も
う
少
し
違
う
や
り
方
が
あ
っ
た
か
も
」
と
過
ち
を
認

め
て
い
る
、
な
ど
と
曲
解
さ
れ
、
有
罪
証
拠
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
た
。
こ
れ
で
は
、
振
り
返
り
さ
え
も
警
察
の

目
に
ど
う
映
る
か
気
に
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。

　

一
審
は
た
し
か
に
敗
訴
し
た
。
だ
が
、全
国
の
介
護
・

医
療
施
設
が
共
通
し
て
か
か
え
て
い
る
問
題
を
大
き
く

焦
点
化
し
た
「
あ
ず
み
の
里
裁
判
」
は
、
た
た
か
う
に

値
す
る
、
そ
し
て
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
裁
判
と

し
て
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

(

２
０
１
９
年
５
月
１３
日)

不当判決に対し、直ちに控訴した、と報告する木嶋弁護団長。
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（著者ツイッターより）

1審判決で有罪判決を受けたニュースを見て、現場で働く看護師のひとりとして感じたことを漫画にしてツイートしたぷろぺらさ
ん。12万5千回以上リツイートされ、大きな反響を呼びました。
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著者・ぷろぺら／現役の病棟看護師。webサイトで漫画「ぴんとこなーす」を連載中。

ツイッターへ投稿した漫画に対して多くの共感の声が寄せられ、ぷろぺらさんが感じたことをさらに漫画に描きました。
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１
審
判
決
を
受
け
て

コ
ラ
ム

　3月25日月曜日の午後、地裁松本支部の構内に衝撃が
走った。13時30分に開廷して間もなく、弁護士が筒状の
紙をもって玄関から走ってきた。無罪と信じて全国から集
まった300余の支援者とマスコミ関係者の前で「不当判
決」と書いた紙が開かれた。特別養護老人ホームで入所者
を、おやつを食べた直後に窒息死させたと、近くに居た准
看護師が業務上過失致死罪に問われていた判決公判で、被
告とされていた山口さんに罰金20万円の判決が下された。
　フェンスの外にまで集まった人々から「エー」という衝
撃の声の後、すすり泣く声が聞こえてきた。法廷内の山口
さんの胸中を察し、私も泣いた。4年間に及ぶ関係者の苦
悩と努力、納得づくめの弁護団の陳述に、看護・介護現場
で働く私たちは大変勇気づけられた。そして「絶対に山口
さんを犯罪者にしてはならない。この裁判はあらゆる介護
現場にとって重大な問題」と、支援のうねりが全国に広
まった。重い足取りで午後から予定していた訪問看護に向
かった。私はこれからどう生きたらいいのか自問しながら
歩いた。
　訪問先の玄関に入り、何とか笑顔に切り替えた。看護師
である私は、かつて高齢者施設の様子をたくさん見てき
た。両手をベッドに縛られ、手首の皮膚が剥げ、血が流れ

ている。つなぎの服を着せられ、職員が接する時間は1日
5回のオムツ交換と食事介助、週２回の入浴の時。職員は
走り回り、老人と交わす言葉はほとんどなかった。どこか
らか「おーいおーい」と叫ぶ声も聞いた。人間の尊厳など
ひとかけらも感じられなかった。老いて、行く場のない多
くの老人の姿だった。枯れ木のように横たわる老人の、無
表情な姿が脳裏に焼き付いている。
　老いてこんな扱いをされてはいけない。人間を大事にし
たいと私財も投じて、認知症の人が暮らすグループホーム
を造り、１０年が過ぎた。老人に笑顔のままで人生を全う
してほしいため、拘束はしない、施錠もなし。オムツ外し
に取り組み、最期まで口から食べることを支える。テレビ
はない。一人一人の人生に丁寧に向き合うことを信条と
し、職員も国で定める基準より多く配置している。ここに
は歌や笑いあり、会話がある。介護が楽しかった。
　判決は何をもたらすのか。施設は職員を犯罪者にしない
ため、入所者の管理を一層厳重化し、事故防止と称して体
を縛るかもしれない。かつての悪夢のような介護現場の再
現に道を開くことになりはしないか。時計の針を逆にまわ
してはならない。
　　　　　　　   （市民タイムス 2019年4月9日付より）

江森 けさ子さん（峠茶屋訪問看護ステーション所長）

　2013年、長野県安曇野市の特別養護老人ホーム「あず
みの里」で入居者がドーナツを食べた後に死亡。担当の准
看護師が業務上過失致死罪に問われた。先月25日の長野
地裁支部の判決は有罪。状況に合わない窒息死を認定する
など、実に不当な判決だった。
　今回の裁判で特に問題なのは、施設ではなくケアにあ
たった個人が罪に問われた点である。多くの医療・介護に
携わる人が無罪判決を求めて署名したのも、現場の危機感
の表れと言える。
　さまざまな機能が低下した人へのケアは、リスクがつき
まとう。個人が罰せられるとなれば、現場の萎縮は免れな
い。残念な判決である。

　また、今回の事件では、当初窒息事故が疑われたため、
その前提で行われた振り返りが、警察に利用された。この
点も私には恐怖である。
　私が勤務する施設でも、転倒や急変など通常と異なる事
象が起きた場合には、「どうすればそれを防げたのか」と
いう視点から、検討を行う。それは、実施した援助に瑕疵
があったかどうかとは別の話。防ぎ得ない場合でも、予防
策がないかを考えるのがプ囗の仕事なのである。
　それを逆手にとられ、瑕疵があったとされては、振り返
り自体がリスクを伴う。この裁判の経過から、私たちは振
り返りを記録に残すべきか、慎重にならざるを得ないだろ
う。（東京新聞 2019年4月8日付「本音のコラム」より）

　2019年４月８日（月）の東京新聞、「本音のコラム」
は、特別養護老人ホームで起こった高齢者のドーナツ摂取
による「窒息」事故の裁判を取り上げました。わざわざ
「窒息」と括弧をつけたのは、後に亡くなった利用者さん
の死因が窒息によるものではないと、被告准看護師の弁護
団が明らかにしているからです。
　この裁判は、利用者遺族が事故の責任を問う民事裁判で
はありません。ケアにあたった個人を刑事罰に問う刑事裁
判であるという点にご注目いただきたいと思います。
　コラムで特に私が強調したものは、ケアに関わるもの
が、自らの専門性において行う、インシデント、アクシデ

ントへの振り返りが、警察及び検察によって、罪の根拠に
使われる可能性がある、と言うことです。
　事故を未然に防ぐべく、防げた事故も含めて書かれる
「ヒヤリハット報告」が普及してきましたが、これもこう
したリスクをふまえる必要が出てきました。
　今回の有罪判決は、ケアにあたる個人が罰せられること
によるケアの現場の委縮と共に、両親に基づく安全対策も
困難にしてしまいかねません。
　改めて、不当判決であると声を大にして言いたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　 （facebookより）

宮子 あずささん（看護師）
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2013年 10月23日
12月12日

2014年 １月７日
１月16日
５月22日
12月26日

当時85歳の女性、Ｋさんが特養あずみの里に入所。
Ｋさんが、おやつを食べた直後に意識を失う。松本協立病院へ緊急搬送。
長野県警が捜査に入る。
Ｋさん、意識がもどらないまま亡くなる。
准看護師山口さん、長野地検松本支部に書類送検される。
山口さん在宅起訴。

裁
判

異
変
か
ら
起
訴
ま
で

【第１回公判】 検察官の起訴状朗読、弁護人の意見陳述、被告人の意見陳述。
　　　　　    （長野地方裁判所松本支部・以下同）。　
【第２回公判】 弁護人から検察官への求釈明。
【第３回公判】 裁判長から検察官へ6項目の釈明命令。
　　　　　    弁護人からの求釈明に対する検察官の釈明。
【第４回公判】 弁護人の冒頭陳述（5時間）。
【第５回公判】 裁判官交替による弁論更新手続。
　　　　　    検察官の起訴状朗読、被告人の意見陳述、弁護人の冒頭陳述（2時間）。
検察官より訴因変更、予備的訴因追加の請求。
裁判所、訴因変更を認める決定。
弁護団、特別抗告。2月2日棄却決定（最高裁が訴因変更を認める）。
新訴因について18項目の求釈明。
【第６回公判】 検察官、訴因変更朗読，新訴因に関する冒頭陳述。
【第７回公判】 新訴因に対する弁護人の冒頭陳述。
【第８回公判】 証人尋問　当日現場にいた男性介護士。
【第９回公判】 証人尋問　当日現場にいた女性介護士。
【第10回公判】 証人尋問　Ｋさん遺族、救急隊員。
【第11回公判】 証人尋問　Ｕ医師（Ｋさん主治医）、Ｈ看護師長。
【第12回公判】 証人尋問　相談員、栄養士　介護士主任。
【第13回公判】 被告人質問（山口さん本人尋問）。
【第14回公判】 検察側証人尋問（看護学専門家）。
【第15回公判】 検察側証人尋問（救急医療医師）。
【第16回公判】 裁判官の異動にともなう弁論更新。
　　　　　    検察官起訴状朗読、弁護人意見陳述、被告人意見陳述。
【第17回公判】 検察側証人尋問（歯科医師）。
【第18回公判】 弁護側証人尋問　福村直毅証人（医師）。
【第19回公判】 弁護側証人尋問　川嶋みどり証人（看護学専門家）。
　　　　　    証人調べは第19回公判で終了。
【第20回公判】 地裁、検察の訴因変更について9月中に判断することを示唆。
検察の2度目の訴因変更を認める決定（地裁）。
弁護団、特別抗告するも、最高裁が棄却。訴因変更が認められる。
【第21回公判】 検察の論告・罰金20万円求刑。
【第22回公判】 弁護側最終弁論。
【第23回公判】 判決言渡し。罰金20万円の有罪判決（検察の求刑通り）。
　　　　　　 山口さんと弁護団は即日控訴。今後は東京高等裁判所での争いに。
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訴因変更をめぐる攻防

　3月25日月曜日の午後、地裁松本支部の構内に衝撃が
走った。13時30分に開廷して間もなく、弁護士が筒状の
紙をもって玄関から走ってきた。無罪と信じて全国から集
まった300余の支援者とマスコミ関係者の前で「不当判
決」と書いた紙が開かれた。特別養護老人ホームで入所者
を、おやつを食べた直後に窒息死させたと、近くに居た准
看護師が業務上過失致死罪に問われていた判決公判で、被
告とされていた山口さんに罰金20万円の判決が下された。
　フェンスの外にまで集まった人々から「エー」という衝
撃の声の後、すすり泣く声が聞こえてきた。法廷内の山口
さんの胸中を察し、私も泣いた。4年間に及ぶ関係者の苦
悩と努力、納得づくめの弁護団の陳述に、看護・介護現場
で働く私たちは大変勇気づけられた。そして「絶対に山口
さんを犯罪者にしてはならない。この裁判はあらゆる介護
現場にとって重大な問題」と、支援のうねりが全国に広
まった。重い足取りで午後から予定していた訪問看護に向
かった。私はこれからどう生きたらいいのか自問しながら
歩いた。
　訪問先の玄関に入り、何とか笑顔に切り替えた。看護師
である私は、かつて高齢者施設の様子をたくさん見てき
た。両手をベッドに縛られ、手首の皮膚が剥げ、血が流れ

ている。つなぎの服を着せられ、職員が接する時間は1日
5回のオムツ交換と食事介助、週２回の入浴の時。職員は
走り回り、老人と交わす言葉はほとんどなかった。どこか
らか「おーいおーい」と叫ぶ声も聞いた。人間の尊厳など
ひとかけらも感じられなかった。老いて、行く場のない多
くの老人の姿だった。枯れ木のように横たわる老人の、無
表情な姿が脳裏に焼き付いている。
　老いてこんな扱いをされてはいけない。人間を大事にし
たいと私財も投じて、認知症の人が暮らすグループホーム
を造り、１０年が過ぎた。老人に笑顔のままで人生を全う
してほしいため、拘束はしない、施錠もなし。オムツ外し
に取り組み、最期まで口から食べることを支える。テレビ
はない。一人一人の人生に丁寧に向き合うことを信条と
し、職員も国で定める基準より多く配置している。ここに
は歌や笑いあり、会話がある。介護が楽しかった。
　判決は何をもたらすのか。施設は職員を犯罪者にしない
ため、入所者の管理を一層厳重化し、事故防止と称して体
を縛るかもしれない。かつての悪夢のような介護現場の再
現に道を開くことになりはしないか。時計の針を逆にまわ
してはならない。
　　　　　　　   （市民タイムス 2019年4月9日付より）

江森 けさ子さん（峠茶屋訪問看護ステーション所長）

　2013年、長野県安曇野市の特別養護老人ホーム「あず
みの里」で入居者がドーナツを食べた後に死亡。担当の准
看護師が業務上過失致死罪に問われた。先月25日の長野
地裁支部の判決は有罪。状況に合わない窒息死を認定する
など、実に不当な判決だった。
　今回の裁判で特に問題なのは、施設ではなくケアにあ
たった個人が罪に問われた点である。多くの医療・介護に
携わる人が無罪判決を求めて署名したのも、現場の危機感
の表れと言える。
　さまざまな機能が低下した人へのケアは、リスクがつき
まとう。個人が罰せられるとなれば、現場の萎縮は免れな
い。残念な判決である。

　また、今回の事件では、当初窒息事故が疑われたため、
その前提で行われた振り返りが、警察に利用された。この
点も私には恐怖である。
　私が勤務する施設でも、転倒や急変など通常と異なる事
象が起きた場合には、「どうすればそれを防げたのか」と
いう視点から、検討を行う。それは、実施した援助に瑕疵
があったかどうかとは別の話。防ぎ得ない場合でも、予防
策がないかを考えるのがプ囗の仕事なのである。
　それを逆手にとられ、瑕疵があったとされては、振り返
り自体がリスクを伴う。この裁判の経過から、私たちは振
り返りを記録に残すべきか、慎重にならざるを得ないだろ
う。（東京新聞 2019年4月8日付「本音のコラム」より）

　2019年４月８日（月）の東京新聞、「本音のコラム」
は、特別養護老人ホームで起こった高齢者のドーナツ摂取
による「窒息」事故の裁判を取り上げました。わざわざ
「窒息」と括弧をつけたのは、後に亡くなった利用者さん
の死因が窒息によるものではないと、被告准看護師の弁護
団が明らかにしているからです。
　この裁判は、利用者遺族が事故の責任を問う民事裁判で
はありません。ケアにあたった個人を刑事罰に問う刑事裁
判であるという点にご注目いただきたいと思います。
　コラムで特に私が強調したものは、ケアに関わるもの
が、自らの専門性において行う、インシデント、アクシデ

ントへの振り返りが、警察及び検察によって、罪の根拠に
使われる可能性がある、と言うことです。
　事故を未然に防ぐべく、防げた事故も含めて書かれる
「ヒヤリハット報告」が普及してきましたが、これもこう
したリスクをふまえる必要が出てきました。
　今回の有罪判決は、ケアにあたる個人が罰せられること
によるケアの現場の委縮と共に、両親に基づく安全対策も
困難にしてしまいかねません。
　改めて、不当判決であると声を大にして言いたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　 （facebookより）

宮子 あずささん（看護師）
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「特養あずみの里業務上過失致死事件裁判で無罪を勝ち取る会」

加入申し込み書 ※コピーしてお使いください

個人加入　・　団体加入

団体名
個人の場合は所属名

氏  名
団体の場合は代表者名

住  所

電話、FAX

E - m a i l

カンパ

１

２

３

４

５

６

電話 FAX

【振込の場合】
金融機関名　 長野銀行 本店
口 座 番 号　 普通 8828733
口 座 名 義　 無罪を勝ち取る会円

いずれかに○をしてください。

必要事項をご記入の上、
FAXまたは郵送でお送りください。

他、メッセージ等ありましたらお書きください。

１．裁判支援の輪をひろげる

２．地域でのつながりを生かした申し入れ

３．裁判の現状を理解し、説明できるよう学習する

４．無罪を勝ち取る会への加入

５．署名を広げる

６．裁判の傍聴支援

７．裁判闘争支援のカンパ

みなさんへ お願いしたいこと

連絡先　「特養あずみの里 業務上過失致死事件裁判で無罪を勝ち取る会」
　　　　〒399－8204 安曇野市豊科高家5285-11  協立福祉会気付
　　　　☎0263－71－2300  FAX0263－73－0788


